
市民協働による取組み実績・評価一覧表 

（令和６年度実施事業） 

 

協働形態 本調査における定義 件数 
市支出額
（円） 

ページ 

共催 
市民活動団体等と行政が事業の共同開催者となり、企画・運営

を行う方法 
43 15,284,369 pp.1～9 

実行委員会 
市民活動団体等と行政が共同で組織を立ち上げ、その組織が主

催者となって事業の企画・運営を行う方法 
124 147,348,769 pp.10～41 

参画 
企画の策定段階から市民活動団体等が加わり、その意見を踏ま

えて事業を行う方法 
4 1,430,575 pp.42～43 

協定 
市民活動団体等と行政とが、協定を締結し、それに基づき事業

を行う方法 
79 35,542,310 pp.44～54 

合計   250 199,606,023 
 

 



１．共催

相手方の
役割

行政の
役割

1
さなるあ
きまつり

共催 新規
佐鳴台小学校
PTA

地域交流の促進
や子供たちの健
全育成の支援や
地域活性化を図
る

神輿に飾り付けを行い、完成
した神輿を担ぎ、地域を練り
歩く

地域のイベントや市
の事業を開催するに
あたり、お互いのノ
ウハウを生かし進め
ることで効率的に実
施することができる
ため.

相手
事業の企
画・運営

会場確
保・提供

相手 0 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（佐鳴
台協働
セン
ター）

2

かやぶき
屋根の下
で聞く日
本の昔ば
なし

共催 継続
おはなしつむぎ
の会

昔ばなしを語り
聞かせることで
伝承されてきた
お話の楽しさや
昔の人々の思い
を感じ取っても
らうため

蜆塚公園内の江戸時代の民家
「旧高山家住宅」で昔ばなし
を行う
（毎月第2土曜日に開催。令
和6年度参加者数219人）

展示資料を活用する
ため

相手
企画、事
業の実施

周知、会
場管理

なし 0 開催 - 5 5 4 4 市民部 博物館 　

3

ものづく
りのまち
浜松より
「小さな
グランド
ピアノ
幻の音
色」

共催 新規

公益財団法人
浜松・浜名湖
ツーリズム
ビューロー

展示資料である
ピアノを弾く機
会を設けること
により、資料の
「適切な保存」
につなげるとと
もに、多くの人
に「知ってもら
う」機会の創出
につなげるため

浜松が生んだピアノ製作者が
設計した小型ピアノの魅力に
触れる講座と演奏会
（参加者数87人）

展示資料の活用及び
適切な保存のため

相手
企画、周
知、事業
の実施

周知、事
業の実
施、会場
管理

相手 0 開催 - 5 5 4 4 市民部 博物館 　

4
縄文人と
ミズベの
暮らし

共催 新規
水辺から紐解く
佐鳴湖の歴史実
行委員会

失われつつある
水辺とのつなが
りを再構築し、
地域の人々が水
辺との関係を再
認識する場を提
供するため

佐鳴湖、蜆塚遺跡、浜名湖と
その周辺に焦点を当て、これ
らの地域の歴史的、文化的、
自然的価値を学び直すための
講座と映画上映、古代の丸木
舟に乗ったガイドツアー
（参加者数65人）

水辺と地域の歴史を
学び、人々と水辺の
関係を考え直すため

相手
企画、周
知、事業
の実施

周知、事
業の実
施、会場
管理

相手 0 開催 - 5 5 4 4 市民部 博物館 　

5

現代のし
じみ貝塚
をつくろ
う。

共催 新規
博物館活用促進
実行委員会

博物館を幼児連
れ家庭でも楽し
める場所と認識
してもらうため

ピアノの音とリズムに合わせ
て、しじみ貝塚やしじみ楽器
作りを行う
（参加者数44人）

地域共生の推進のた
め、行政と博物館活
用促進実行委員会が
連携実施する必要が
あるため

相手
企画、周
知、事業
の実施

周知、事
業の実
施、会場
管理

相手 0 開催 - 5 5 4 4 市民部 博物館 　

6
新任自治
会長研修

共催 継続
浜北地域自治会
連合会

新任自治会長を
対象に、自治会
の役割、活動、
運営等に関する
注意事項につい
て情報提供する
とともに、市の
事業や助成制度
などを知る機会
を提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：4月11日、6月17日・18
日・24日
参加者数：53人

市の施策を理解していただく
ための公共施設見学
日時：11月6日
見学先：天竜エコテラス
参加者数：22人

自治会長への研修
を、市と浜北地域自
治会連合会が別々に
行うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

双方 0 開催 5 5 5 5 5 浜名区
区振興
課

　

備考
部・区
等

課等
第三者
による
評価

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

協働
効果

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止
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7
新任自治
会長研修

共催 継続
西地域自治会連
合会

新任自治会長を
対象に、自治会
の役割、活動、
運営等に関する
注意事項につい
て情報提供する
とともに、市の
事業や助成制度
などを知る機会
を提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：5月28日
参加者数：32人

市の施策を理解していただく
ための公共施設見学
日時：5月28日
見学先：西部清掃工場・古橋
廣之進記念浜松市総合水泳場
参加者数：31人

自治会長への研修
を、市と西地域自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

双方 64,343 開催 5 5 5 5 5 中央区
西行政
セン
ター

　

8
新任自治
会長研修

共催 継続
北地域自治会連
合会

新任自治会長を
対象に、自治会
の役割、活動、
運営等に関する
注意事項につい
て情報提供する
とともに、市の
事業や助成制度
などを知る機会
を提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：７月２６日
参加者数：６４人

市の施策を理解していただく
ための公共施設見学
日時：７月２６日
見学先：天竜エコテラス
参加者数：６４人

自治会長への研修
を、市と北地域自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

双方 190,800 開催 5 5 5 5 5 浜名区
北行政
セン
ター

9
摂食障害
家族支援
事業

共催 継続
浜松医科大学医
学部附属病院精
神科神経科

市で実施する摂
食障害家族支援
事業と共催する
ことで、医療と
行政が連携した
継続的な家族支
援を可能にする
ため。

【支援検討会】
日時：令和6年7月29日,令和7
年1月27日 午後7時～午後9時
場所:若者コミュティプラザ
内容:医療機関等との活動報
告や協議、情報交換など　開
催回数:2回　参加者:延べ23
人
【家族教室】
日時:令和6年5月17日,6月14
日,7月19日 ,10月18日,11月
15日,12月20日 午後2時～午
後4時　場所:精神保健福祉セ
ンター　内容:摂食障害患者
家族の勉強会　開催回数:6回
参加者：延べ24人
【摂食障害家族サロンひまわ
り】
日時:令和6年5月25日,7月27
日,9月28日,11月30日,令和7
年1月25日,3月22日　午後1時
30分～午後3時30分　場所:若
者コミュニティプラザ　内
容:摂食障害患者を抱えるご
家族のつどい　開催数:6回
参加者:延べ38人

静岡県摂食障害支援
拠点病院（旧静岡県
摂食障害治療支援セ
ンター：浜松医科大
学医学部附属病院
内）は、摂食障害患
者の支援を行ってお
り、浜松市精神保健
福祉センターは、摂
食障害を抱える家族
への支援を行ってい
る。患者と家族の支
援が連携して行われ
ることにより、包括
的かつ一貫性のある
支援が可能となるた
め。

行政

事業の運
営補助、
アドバイ
ザー

事業の運
営、広報

行政 0 開催 5 5 5 5 4
健康福
祉部

精神保
健福祉
セン
ター

参加者へのアン
ケート実施
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10

旧田代家
住宅の七
夕～星に
願いを

共催 継続
静岡文化芸術大
学

静岡文化芸術大
学と市の共同で
国登録有形文化
財「旧田代家住
宅」を対象にし
た文化財建造物
の活用について
研究するもの

開催日：令和6年7月13日
(土）14日(日)
場所：旧田代家住宅
内容：七夕飾りの展示・吹き
流し作り・ヨーヨー釣り・ク
イズラリーなど
参加人数：82名

令和3年度静岡文化芸
術大学デザイン学科
匠領域の学生作品展
からはじまり、令和5
年度からは同大学の
地域連携学習「旧田
代家活用プロジェク
ト」の一環として七
夕まつりを開催して
いる。(令和6年度か
ら学生作品は実施し
ていない）

双方
企画・運
営

運営補
助・市HP
等への掲
載

相手 0 開催 5 5 5 5 5 天竜区
まちづ
くり推
進課

11
鹿島の花
火大会

共催 継続
天竜区観光協会
天竜支部

150年近い歴史
のある天竜の夏
の風物詩「鹿島
の花火」が安全
に開催されるよ
う支援すること
で、地域の活力
向上と交流人口
の拡大を図る。

-

天竜の歴史ある地域
遺産（浜松地域遺
産）を継承するた
め、地域団体と市と
の協働により実施
市は、安全対策・環
境対策において支援

双方
企画・運
営

運営補
助・助
言、負担
金支出

双方 0 中止 - - - - - 天竜区
まちづ
くり推
進課

　

実施主体である天
竜区観光協会天竜
支部会員の高齢化
に伴う担い手不足
により、予定して
いた花火大会の開
催を見送った。

12
新津ふれ
あい
ウォーク

共催 継続
新津地区体育振
興会

地区住民の健康
増進を図り、か
つ親睦を深めて
明るく健全なま
ちづくりに寄与
する。

ふれあいウォーク
日時：令和6年6月2日(日)
（はままつフラワーパーク
「浜名湖花博2024開催中」を
散策）
令和6年12月8日(日)（日本平
と焼津さかなセンターを散
策）
内容：新津地区住民を対象と
したウォーキング
参加者：延べ120人

地域のイベントや市
の事業を開催するに
あたり、お互いのノ
ウハウを生かし進め
ることで効率的に実
施することができる
ため.

相手

企画、準
備
当日の実
施

事業の窓
口（広
報、参加
受付）

相手 0 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（新津
協働セ
ン
ター）

13
新任自治
会長研修

共催 継続
南地域自治会連
合会

新任自治会長を
対象に、自治会
の役割、活動、
運営等に関する
注意事項につい
て情報提供する
とともに、市の
事業や助成制度
などを知る機会
を提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：令和6年7月2日（火）
参加者数：31人

自治会長への研修
を、市と南地域自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

双方 4,554 開催 5 5 5 5 5 中央区
南行政
セン
ター

14
ゆうゆう
クラブ事
業

共催 継続
篠原地区青少年
健全育成会

次代を担う青少
年の健全育成を
目指し、子ども
をとりまくあら
ゆる立場の人々
との連携を深め
る思いやりのあ
る地域社会の確
立

地域の小中学生を対象とした
講座開催
講座内容：バドミントン、
ドッジボール、トランポリ
ン、ハンドメイドアクセサ
リー
場所：篠原協働センター及び
体育館
参加者：延べ1,088人

事業の目的を達成す
るため、協働セン
ター事業と連携し地
域一体となり青少年
を地域で育てるた
め。

双方
事業の企
画・運営

会場確
保・提供

相手 0 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（篠原
協働セ
ン
ター）
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15
軽スポー
ツ教室

共催 継続
篠原校区体育振
興会

校区の社会体育
活動を通じて健
康の増進を図
り、校区民の親
睦を深め、明る
く健全な街づく
りに寄与するこ
と。

地域住民を対象とした軽ス
ポーツ教室
種目：ファミリーバドミント
ン、ビーチバレーボール、デ
カスポテニス
場所：篠原協働センター
参加者：160人

事業の目的を達成す
るため、協働センタ
―事業と連携し、地
域住民の健康増進、
地域コミュニティの
醸成を図り、健康な
地域づくりを進める
ため。

双方
事業の企
画・運営

会場確
保・提供

相手 0 開催 5 5 5 4 5 中央区

西行政
セン
ター
（篠原
協働セ
ン
ター）

　

16

浜松市民
生委員児
童委員大
会

共催 継続

・浜松市民生委
員児童委員協議
会
・社会福祉協議
会

3期目を迎える
民生委員を表彰
するとともに、
民生委員の全体
研修会を兼ねて
いる

（5月14日）
・民生委員表彰
・全体研修会
・参加者：1141人

市は制度所管として
研修を実施、民児協
は表彰と大会宣言を
実施、社協は市民児
協の事務局として協
働していることか
ら、同じ時期・対象
に別々に行うよりも
効率が良く、民生委
員への負担も軽減さ
れるため。

不明

大会全般
の調整を
担当して
いる

・研修内
容の企画
調整
・講師謝
礼、会場
使用料の
負担
・当日の
運営協力

双方 384,780 開催 5 5 5 5 5
健康福
祉部

福祉総
務課

アンケートを実
施

17

ゴミアー
ト講座
～ゴミを
アートに
変身させ
よう～

共催 新規

・イズミウルト
ラキッズラボ

・泉小コミュニ
ティ・スクール

・佐鳴湖・団頭
川ゴミバスター
ズ

・城北小6年
生、加藤優妃さ
ん(と保護者)

・ゴミのポイ捨
てによる問題の
啓発

・子どもの自己
実現、自己表現
の場や機会の提
供

・地域でゴミ拾いを行い、周
辺の小学校でも度々講演を
行っているボランティア団体
と、日頃から近所の公園など
で拾ったゴミで工作をしてい
る小学6年生の少女を講師と
した子ども向けの工作イベン
ト。

・作品は協働センターや市役
所ロビーに展示し、ゴミのポ
イ捨てが問題となっている状
況を地域住民に発信する手段
として活用。

子どもの居場所づく
りを行う団体、ゴミ
拾いを行うボラン
ティア団体、小学校
のCSなど、それぞれ
面識のない複数の団
体から個別に相談が
あり、コミュニティ
担当職員がその間に
入って交流の場を設
け、イベントの企画
に至った。

相手
事業の企
画・運営

・ボラン
ティア団
体どうし
の連携の
補助、事
前打合せ
等の調整

・会場設
営、当日
運営の補
助

・作品展
示スペー
スの提供

相手 0 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（高台
協働セ
ン
ター）

アンケート等は
実施していない
が、イベントで
制作した作品は
協働センター、
市役所ロビーに
て展示され、一
般市民に公開さ
れた。

18
庄内地区
福祉体験
講座

共催 継続

・庄内地区社会
福祉協議会
・庄内小学校
・村櫛小学校

庄内中学校区の
２小学校におい
て、障がい者福
祉への理解を深
めるとともに、
地域の拠点であ
る協働センター
において学校紹
介や共同体験を
行い、地域への
関心と連帯意識
を育むことを目
的とする。

庄内中学校区の２小学校（庄
内小・村櫛小）の４年生児童
を対象に、盲導犬による誘導
観察、車いす体験、アイマス
クを用いた白杖疑似体験な
ど、体験を重視した講座
（参加者）
庄内小学校50人
村櫛小学校16人

４年生の総合的な学
習の一環として、福
祉に関する理解と地
域共生の意識を育む
ため

双方

・事業の
企画・運
営・費用
負担
・司会、
児童の統
制

関係者の
連絡・調
整、会場
や備品の
準備、報
道発表

相手 0 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（庄内
協働セ
ン
ター）

19
自治会長
研修

共催 継続
浜松市自治会連
合会

自治会長を対象
に、自治会の役
割、活動、運営
等に関する注意
事項について情
報提供するとと
もに、市の事業
や助成制度など
を知る機会を提
供することで、
自治運営能力の
向上を図る

市内全自治会長に対して、自
治会運営や自治会に関連のあ
る市の施策などを説明するも
の
・研修資料の配布（6月10
日）
・研修説明動画の配信（閲覧
数563回）

自治会長への研修
を、市と市自治会連
合会が別々に行うよ
りも効率が良く、自
治会長への負担も軽
減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・研修資
料作成
・説明動
画のHPへ
の掲載

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

なし 0 開催 5 5 5 5 5 市民部

市民協
働・地
域政策
課

-
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20
移住者交
流会

共催 新規 浜松商工会議所

移住者同士の新
しい出会いの場
を提供すること
で、今後の浜松
での生活をより
明るく楽しいも
のにするため開
催する。

本市への移住者や移住希望者
を対象として、気軽に楽しめ
る交流会を開催する。
（25組42名が参加）

就職相談で連携して
いる浜松商工会議所
と協働で開催するこ
とにより、多くの参
加者が見込めるとと
もに、移住者同士の
コミュニティの和が
広がり定住促進につ
ながるため

相手

会場の提
供、事業
の企画・
運営

当日の会
場準備や
受付、個
別相談対
応

相手 0 開催 5 5 5 5 5 市民部

市民協
働・地
域政策
課

-

21
スポーツ
健康相談

共催 継続
公益財団法人浜
松市スポーツ協
会

問診を中心とし
て、市民の健康
増進や障害予防
のアドバイスと
スポーツ実践に
関する相談を実
施し、安全なス
ポーツ実践の援
助を行う。

医師による生活習慣病予防や
障害予防のアドバイスと講演
会を通して医学的啓発活動の
実施を行う。

事業目的を達成する
ため。

不明
講演会の
運営や宣
伝

協議会の
参加によ
り問題解
決を図る

双方 454,705 開催 3 3 3 3 - 市民部
スポー
ツ振興
課

22
指導者養
成講習会

共催 継続
公益財団法人浜
松市スポーツ協
会

地域スポーツ指
導者となる人材
の育成のため、
専門知識を有し
た講師による実
技、講演の実
施。また、教
室・大会・イベ
ントスタッフと
して参加し実践
経験を積む。

広く市民に呼びかけ、意欲の
ある指導者を計画的に育成
し、一貫した正しい指導法を
身につけた地域スポーツ振興
のリーダーを育成するため、
本講習会を開催する。また、
現在登録されている地域ス
ポーツ指導者の資質の向上を
図り、市民の多様な要請に応
じる力のある指導者を育成す
るために、継続的な講習会を
おこなう。

事業目的を達成する
ため。

不明
講習会の
運営及び
宣伝

報告を受
け、今後
の運営に
ついて提
言をする

双方 466,690 開催 3 3 3 3 3 市民部
スポー
ツ振興
課

　

23

第11回浜
名湖
ウォー
ク・フェ
スタ

共催 新規
浜名湖ウォー
ク・フェスタ実
行委員会

市民の健康意識
の向上と生活習
慣病の発症予防
を目的に、運動
習慣を継続する
ための環境整備
を図る。

実施日：令和6年10月27日
（日）
会場：浜名湖ガーデンパーク
内容：
・ウォーキング/ノルディッ
ク・ウォーク大会
・健康測定、啓発ブースの設
置（握力測定、はままつ健幸
クラブ周知、がん検診受診啓
発、受動喫煙防止の啓発等）
入場者数：535名

「健康はままつ２
１」の推進に資する
取り組みであるため

相手
企画・周
知・運
営・報告

周知・当
日の運営

相手 0 開催 5 5 5 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

-

R5年度まで、「後
援」の位置づけで
あったが、より効
果的な周知をする
ため、R6年度から
「共催」の位置づ
けとした。

24

浜松市医
師会
PRESENTS
減塩・低
カロリー
プロジェ
クト2024

共催 継続
一般社団法人浜
松市医師会

市民の高血圧を
はじめとする生
活習慣病予防及
び減塩に対する
意識向上と実践
につなげる。

実施日：令和6年12月1日
（日）
会場：浜松市医師会館
内容：市民の高血圧をはじめ
とする生活習慣病予防及び減
塩に対する意識向上と実践に
つなげるためのセミナー。
・推定塩分摂取量測定、尿検
査、血糖値、血圧測定、医師
によるミニレクチャー
・講演：医師、プロランナー
・体験コーナー：皮膚カロテ
ノイド測定、浜松市公式ヘル
スケアアプリ「はままつ健幸
クラブ」周知
啓発人数：90人

糖尿病をはじめとす
る生活習慣病の発症
予防と重症化予防に
ついて、浜松市全市
民に対する罹患前か
らの食生活改善を呼
びかけるため

相手

企画、周
知、当日
の運営、
アンケー
ト調査報
告等

周知、当
日の運営

相手 0 開催 5 4 4 4 4
健康福
祉部

健康増
進課
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25
食育活動
活動支援
事業

共催 継続
浜松市食育ボラ
ンティア

市民の食を通じ
た健康づくりを
推進するため、
地域において食
育活動を実践す
る食育ボラン
ティア団体の活
動支援を行う。

市民の食を通じた健康づくり
を推進するための講座を協働
で実施するもの
・開催回数：18回
・参加者数：延355人

地域に根差した食育
活動を実施する団体
として実績があった
ため

双方
講座の企
画、周
知、運営

・講座の
企画、周
知、運営
・会員の
支援

双方 433,339 開催 5 4 4 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

26

はままつ
食de元気
応援店事
業/市民に
向けた野
菜摂取量
増加推進
事業

共催 継続
はままつ食de元
気応援店

市民の健康意識
の向上と生活習
慣病の発症予防
を目的に、食品
関連業者等と連
携し、市民が健
康に配慮した食
事を選択できる
よう環境整備を
図る。

・市民への栄養・食生活等の
食を通じた健康づくり及び生
活習慣病予防についての情報
発信するもの
実施日：通年
内容：店頭における啓発イベ
ント
啓発人数：1,919人

実施日：令和6年11月1日
（金）～11月30日（土）
内容：カラダにいいこと始め
よう「いいら！減塩」（減塩
推進月間の取組）
減塩商品購入時に、企業独自
のポイントを付与、企業の
ホームページにて減塩レシピ
や健康情報の配信等
啓発人数：35,559人（店舗独
自の啓発数含む）

実施日：令和6年8月1日
（木）～10月31日（木）
内容：2024ベジアップキャン
ペーン
測定会参加者数：285人

・市民の食生活に身
近な食品関連業者と
連携することで、多
くの市民に食を通じ
た健康作りについて
情報を伝えられるた
め
・健康に配慮した食
事を選択できる食環
境を作ることで市民
の取組みにつなげら
れるため

双方
情報発
信、食環
境づくり

・企画、
運営、周
知啓発
・健康情
報の配信

双方 2,142,377 開催 5 4 4 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

27

健康はま
まつ２１
講演会

共催 継続
一般社団法人浜
松市医師会

医療・健康につ
いて講師が分か
りやすく講演す
ることで、市民
の健康づくりへ
の意欲高揚を図
る。

実施日：令和6年9月7日
（土）
会場：アクトシティ浜松大
ホール
内容：医療・健康について身
近なテーマで講演することで
市民の健康づくりへの意欲高
揚を図る。また講演を浜松市
公式YouTubeで配信し広く市
民への周知啓発を図る。
集客による参加人数：391人
動画視聴回数：750回
（令和7年3月末）

地域医療・健康を守
るための団体として
実績があり、連携す
ることで、より多く
の市民に医療・健康
についての情報を伝
えられるため

双方
講演会実
施

周知・当
日の運
営、講演
会実施

双方 1,919,184 開催 5 4 4 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

影響なし

28

第28回静
岡県すこ
やか長寿
祭美術展

共催 継続
公益財団法人し
ずおか健康長寿
財団

高齢者の創作し
た美術作品を広
く募集し、作品
を展示すること
により、高齢者
の文化活動を促
進するととも
に、ふれあいと
生きがいづくり
を図る。

日時：令和6年10月31日～11
月4日、6日～10日
場所：県立美術館県民ギャラ
リー
内容：日本画・洋画・彫刻・
工芸・書・写真の6部門の作
品を募集し、賞の選定、全作
品の展示を行う

高齢者の創作活動の
成果を広く周知する
機会を設けるため。
また静岡県全体にか
かる、ねんりんピッ
クの選考会も兼ねて
おり、県・市単体で
行うよりも効率的に
運営ができるため。

相手
事業の実
施

広報等 双方 992,333 開催 5 5 5 4 5
健康福
祉部

高齢者
福祉課
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29

第35回静
岡県すこ
やか長寿
祭スポー
ツ・文化
交流大会

共催 継続
公益財団法人し
ずおか健康長寿
財団

高齢者を始め広
く県民の参加を
得て、スポーツ
等を通じてふれ
あいと交流を図
る。

日時：令和6年8月29日～令和
7年3月31日
場所：グランシップ・エコ
パ、草薙総合運動場他県下会
場
内容：43競技のスポーツ、文
化の競技及び総合開会式（8
月29日、台風10号のため中
止）

世代・地域を超えた
交流の輪を広げるた
め。また静岡県全体
にかかる、ねんりん
ピックの選考会も兼
ねており、県・市単
体で行うよりも効率
的に運営が出来るた
め。

相手
事業の実
施

広報等 双方 107,800 開催 5 5 5 4 5
健康福
祉部

高齢者
福祉課

30

第57回浜
松市高齢
者の作品
展

共催 継続
浜松市老人クラ
ブ連合会

高齢者の生きが
いづくり増進を
図るとともに、
社会に対して高
齢者福祉の思想
の普及・啓発を
行う。

日時：令和6年11月14日～18
日
場所：浜松市福祉交流セン
ター
内容：高齢者の日頃の趣味の
成果を発表する場を設け、生
きがいづくりの機会を創出す
る
出品数：204点

シニアクラブ活動を
通じた趣味活動の成
果を広く周知する機
会を設けると共に、
各シニアクラブとの
連携を効率的に取る
ことができるため

不明
事業の実
施

企画、広
報等

行政 427,077 開催 5 4 4 4 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

来場者に対して
アンケート実施

31
新任自治
会長研修

共催 継続
中地域自治会連
合会

新任自治会長を
対象に、市の事
業や助成制度な
どを知る機会を
提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：7月26日、7月31日
参加者数：51人

自治会長への研修
を、市と中地域自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成

双方 14,188 開催 5 5 5 5 4 中央区
区振興
課

32
令和6年度
三ヶ日花
火大会

共催 継続
三ヶ日花火大会
実行委員会

三ヶ日地域の地
域活性化及び町
内の観光を中心
とした地域振興
のため、本地域
内の夏の風物詩
となっている
三ヶ日花火大会
を実施する。

令和６年度　三ヶ日花火大会
令和６年８月４日（日）
会場：三ヶ日中学校運グラウ
ンド（観覧席）、猪鼻湖上
（打上花火）
内容：打上花火
約2,000発
参加者：25,000人

三ヶ日地域の多くの
団体や市民の参加に
よる地域の一体感の
醸成と地域振興の活
性化につながった。

双方
企画・運
営

運営補
助・助
言・負担
金支出

双方 6,000,000 開催 5 5 4 4 4 浜名区
三ヶ日
支所

33

まちむら
リレー
ション市
民交流会
議

共催 継続
静岡文化芸術大
学

都市部と中山間
地域の異なる主
体が、中山間地
域の問題意識を
共有し、共に連
携して地域課題
解決に取り組む
きっかけづくり
を図る。

中山間地域、都市部双方のあ
らゆる年代、個人、企業、団
体（NPO法人、地域団体、自
治会等）など、様々な主体が
一同に会することで、中山間
地域の課題を共有し、連携す
ることで課題解決を図るシン
ポジウムを開催。
（R6実績：2月28日開催、参
加者数108人）

静岡文化芸術大学で
は、本市の中山間地
域の現状について調
査・研究している教
授が在籍している。
大学と協働すること
で、教授とのつなが
りから学生を含む多
くの主体と共に、中
山間地域について考
えられると見込んだ
ため。

双方

・チラシ
の作成や
事業の周
知
・登壇者
との調整
・アーカ
イブ動画
の製作

・事業の
構成
・当日の
運営
・登壇者
謝礼や会
場利用料
の負担

双方 360,740 開催 - 5 5 5 5 市民部
中山間
地域振
興課
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１．共催

相手方の
役割

行政の
役割

備考
部・区
等

課等
第三者
による
評価

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

協働
効果

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

34
新任自治
会長研修

共催 継続
東地域自治会連
合会

新任自治会長を
対象に、自治会
の役割、活動、
運営等に関する
注意事項につい
て情報提供する
とともに、市の
事業や助成制度
などを知る機会
を提供すること
で、自治運営能
力の向上を図る

自治会運営や自治会に関連の
ある市の施策などを説明する
研修
日時：６月２８日
参加者数：中止

市の施策を理解していただく
ための公共施設見学
日時：６月２８日
見学先：浜松市天竜清掃工場
参加者数：中止

自治会長への研修
を、市と東地域自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

・事業内
容を会長
へ説明す
る会議の
設定
・参加者
への周
知、出欠
確認

・事業内
容を会長
へ説明
・研修資
料作成
・説明動
画の作成

双方 4,017 中止 5 5 5 5 5 中央区
東行政
セン
ター

当日朝からの急な
大雨により緊急避
難所が各所に開設
されたため、急
遽、研修会を中止
した。

35

令和6年度
文部科学
省「生活
者として
の外国
人」のた
めの特定
にニーズ
に対応し
た日本語
事業　バ
ヤニハン
人材育成
公開講座

共催 継続
特定非営利活動
法人フィリピノ
ナガイサ

「生活者として
の外国人」のラ
イフステージに
寄り添い、自治
体と連携して地
域のハブ機能を
担う日本語教育
を全国に広げ
る。

定住外国人等を対象とする日
本語教育の推進を図るため、
公開講座（全3回）とワーク
ショップ（全4回）を開催し
た。

延べ参加者数：180人

地域日本語教育の推
進に資する取り組み
であるため。

相手
企画・運
営

イベント
周知、講
師

相手 0 開催 4 4 4 4 4
企画調
整部

国際課
参加者へのアン
ケート

36

第24回グ
ラウンド
ゴルフ大
会

共催 継続

富塚小学校区体
育振興会、富塚
西小学校区体育
振興会

スポーツを通じ
た地域交流

グラウンドゴルフ大会の開催

かねてから体育振興
会と連携している事
業。楽しみにしてい
る地域住民が多いた
め。

不明 相談等 相談等 行政 0 中止 - - - - - 中央区

まちづ
くり推
進課
（富塚
協働セ
ン
ター）

　 雨により中止

37
新任自治
会長研修
会

共催 新規
天竜区自治会連
合会

天竜区内新任自
治会長（新任で
ないが希望する
自治会長も含
む）を対象に、
令和６年４月に
稼働を開始し
た、「天竜エコ
テラス」への知
見の向上。

以下の日程で施設見学を行っ
た。
１天竜地区
　実施日：　12月19日
　参加者数：32人

２春野・佐久間・龍山地区
　実施日：　12月20日
　参加者数：25人

水窪地区については、水窪地
区自治会連合会単独で「天竜
エコテラス」の見学を実施し
たため、参加者なし。

自治会長への研修
を、市と天竜区自治
会連合会が別々に行
うよりも効率が良
く、自治会長への負
担も軽減されるため

双方

見学先施
設や実施
方法の検
討

・研修会
開催の案
内・出欠
確認
・移動手
段の確保

行政 220,000 開催 5 5 3 5 3 天竜区
区振興
課

創エネ・
省エネ・
蓄エネ相
談支援事
業

共催 廃止 事業廃止のため

未来×エ
ネルギー
プロジェ
クト

共催 廃止
他事業に組み込ん
だため
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１．共催

相手方の
役割

行政の
役割

備考
部・区
等

課等
第三者
による
評価

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担
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共有

協働
効果

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

38
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続 電源開発㈱

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年7月31日39名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施

39
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続
電源開発送変電
ﾈｯﾄﾜｰｸ㈱

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年7月31日39名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施

40
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続
テラスエナジー
㈱

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年12月26日25名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施

エネル
ギー体験
ツアー

共催 廃止 見学先変更のため

41
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続
サーラエナジー
㈱

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年12月26日25名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施

42
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続 ㈱アツミテック

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年12月26日25名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施

43
エネル
ギー体験
ツアー

共催 新規 常盤工業㈱

市内のエネル
ギー関連施設を
利用して、次代
を担う小学生に
対し環境教育を
目的とする

「浜松市次世代ダイバーシ
ティエネルギーパーク」を親
子で巡るツアーを開催。
※令和6年8月21日24名

浜松市エネルギー
パーク登録の施設を
見学しながらツアー
を開催しており、施
設の説明やエネル
ギーの教育等で先方
の協力が必要である
ため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 182,907 開催 - 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

参加者アンケー
ト実施
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２．実行委員会

相手方の
役割

行政の
役割

1

南部協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

江西地区自治会
連合会、駅南地
区自治会連合
会、親睦子ども
会ポートボール
大会実行委員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る。

〇花いっぱい運動
令和6年5月～令和7年3月　月
1回土曜日
各回8人程度で実施
〇地域活動団体による構内清
掃
令和6年6月～7月・令和6年10
月～11月　各地域活動団体が
活動日に実施
参加者：約100人
○親睦子ども会ポートボール
大会
令和6年6月2日
参加者:150人
令和6年11月3日（日）
参加者：160人
○南部協働センターまつり
令和6年10月26日（土）27日
（日）
参加者：約1,000人
〇地域ふれあいコンサート
令和7年2月15日（土）
参加者：200人

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため。

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 258,413 開催 5 5 5 4 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（南部
協働セ
ン
ター）

なし

2

江西地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

江西地区はたち
の集い実行委員
会（江西地区自
治会連合会）

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集い　令和7年1月12
日(日）
会場：グランドホテル浜松
参加者：81人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 203,722 開催 5 4 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（南部
協働セ
ン
ター）

なし

3

アクト地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

アクト地区はた
ちの集い実行委
員会（アクト地
区自治会連合
会、木戸町自治
会、新津町自治
会、茄子町自治
会、細島町自治
会、地域団体代
表者、20歳実行
委員）

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

アクト地区はたちの集いの開
催
日時：令和7年1月11日（日）
会場：クリエート浜松２階
ホール
参加者（20歳を迎える人）：
110人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 300,281 開催 4 4 4 4 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（中部
協働セ
ン
ター）

なし

情報
共有

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担
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２．実行委員会

相手方の
役割

行政の
役割

情報
共有

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

4

中部協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続

クリエート浜松
イベント事業実
行委員会（中央
地区自治会連合
会、アクト地区
自治会連合会、
北地区自治会連
合会）

地域において、
学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図るため。

○クリエートの夏まつり
令和6年8月18日(日)10～16時
ダンス、物販、子ども遊び
コーナー等
来場者：約2,300人
○オータムコンサート
令和6年11月3日(日)14～16時
○親子で楽しむクリスマス
令和6年12月15日(日)13時30
分～15時30分
音楽の絵本「ビロードうさ
ぎ」
○クリエートの冬まつり
令和7年1月24日(金)～26日
(日)10～16時
演芸発表、作品展示、物販、
鉄道模型展示、バザー、子ど
も体験コーナー、投げ餅等
来場者：6,970人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、実
行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 1,529,466 開催 5 4 4 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（中部
協働セ
ン
ター）

なし

5

協働セン
ターを核
とした地
域課題解
決事業
「あおぞ
ら協働セ
ンター
（移動型
協働セン
ター）の
運営～つ
どう・ま
なぶ・む
すぶの創
造拠点
～」

実行委
員会

継続
あおぞら協働セ
ンター実行委員
会

地域コミュニ
ティ活性化

【期間】R6.6.29（土）～
R6.12.7（土）のうち、11日
【場所】佐鳴湖公園
【延べ参加者数】388名

・あおぞら協働セン
ター（移動型協働セ
ンター）を開催。
・「人が集まると何
かが起きる」をコン
セプトに、人々の集
まりやつながりを大
切にしながら地域住
民との交流を深め幅
広い知見を身に付け
るため、ワーク
ショップ等を11回開
催。

行政
実施、相
談等

実施、相
談等

行政 385,328 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（富塚
協働セ
ン
ター）

なし

6

富塚地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
富塚地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

日付：令和7年1月12日（日）
会場：富塚協働センター
20歳を迎える者：出席者143
人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
役務の提
供

負担金支
出
事業の実
施

行政 327,662 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（富塚
協働セ
ン
ター）

なし
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２．実行委員会

相手方の
役割

行政の
役割

情報
共有

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

なし

まちづ
くり推
進課
（富塚
協働セ
ン
ター）

負担金支
出
事業の実
施

中央区55555開催466,498行政

負担金支
出
事業の実
施

7

富塚地域
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続 行政
協定書締結によるも

の

・ごみゼロフェスタ
日時：令和6年5月26日（日）午
前9時30分～午後4時
参加：1,631名
・富塚「ハート」事業
① あじさいツアー
日時令和6年6月15日（土）午後1
時30分～午後3時
参加：7名
② アオハル音楽祭
日時：令和6年8月23日（金）午
後4時30分～午後6時
参加：47名
③ ワークショップ　ヤー！
ヤー！ヤー！　ミニ縁日
日時：令和6年9月28日（土）午
前10時～午後5時
　　　令和6年9月29日（日）午
前10時～午後3時
参加：260名
④ ハロウィン・プロギング
日時：令和6年10月26日（土）午
前9時30分～午前11時30分
参加：63名
⑤ いきいき体操と喫茶
日時：令和6年11月26日（火）午
前9時30分～午前11時30分
参加：11名
⑥ ミニクリスマス会
日時：令和6年12月15日（日）午
前10時～午後1時
参加：28名
・一斉草刈・清掃
日時：令和6年4月27日（土）
午前9時～午前10時
　　　令和６年6月22日（土）
午前９時～午前10時
　　　令和６年11月16日（土）
午前９時～午前10時
　　　令和６年12月14日（土）
午前９時～午前10時
参加：60団体
・夏祭り
日時：令和6年7月20日（土）午
後４時～午後８時
参加：3,516名
・富ックオアトリート！２０２
４
日時：令和6年10月27日（日）午
前11時～午後４時
参加：2,503名
・富塚協働センターまつり
日時：令和６年11月24日（日）
午前９時30分～午後3時
参加：1,734名
・富塚クリスマスコンサート
日時：令和6年12月14日（土）午
後2時30分～午後4時
参加：97名
・第３３回富塚おもしろウルト
ラウォーキング
日時：令和7年2月8日（土）午前
9時～正午
参加：209名

地域のふれあい
とにぎわいの創
出

富塚協働セン
ターイベント事
業実行委員会
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２．実行委員会

相手方の
役割

行政の
役割

情報
共有

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価
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（円）

開催
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性透
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対等
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No 事業名
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形態
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部・区
等

協働の経緯や決め手
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提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

8

協働セン
ターを核
とした地
域課題解
決事業
「令和6年
度富塚大
根＆花火
ラボラト
リー事
業」

実行委
員会

新規
富塚地区コミュ
ニティ協議会

地域コミュニ
ティ活性化

【期間】R7.1.10（金）～
R7.3.15（土）
【場所】富塚協働センター管
轄地域
【延べ参加者数】2319名

協定書締結によるも
の

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 517,518 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（富塚
協働セ
ン
ター）

なし

9

都田・新
都田地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
　都田・新都田
地区はたちの集
い実行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

○都田・新都田地区はたちの
集い開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：サーラ音楽ホール
参加者：77人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 312,523 開催 5 4 4 4 4 浜名区

北行政
セン
ター
（まち
づくり
推進担
当）

なし

10

都田協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
　都田協働セン
ターまつり実行
委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの機運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

・シニア輪投げ大会
開催日：令和6年9月19日
会場：都田協働センター附設
体育館
参加者：45人
・グラウンドゴルフ大会
開催日：令和6年11月3日
場所：都田小学校グラウンド
参加者：47人
・附設体育館周辺草刈り・清
掃
開催日：令和6年11月30日
会場：都田協働センター附設
体育館
参加者：31人
・都田協働センターまつり
開催日：令和7年1月26日
場所：都田協働センター附設
体育館

地域活動団体の積極
的な参加により、団
体同士の横のつなが
りを構築し、協働の
場を提供するもの。

双方
企画・運
営、負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

双方 322,867 開催 5 4 4 4 3 浜名区

北行政
セン
ター
（まち
づくり
推進担
当）

なし
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２．実行委員会
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実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

11

雄踏地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
雄踏地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

雄踏地区はたちの集いの開催
日時
　令和7年1月12日（日）
　9:30 ～ 10:45　式典
会場
　浜松市雄踏文化センター
　大ホール
参加者
　20歳を迎える者：123人
　来賓：59人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政

・事業の
企画運営
・事業に
必要な役
務の提供

・事業の
企画運営
・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

行政 327,734 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（雄踏
協働セ
ン
ター）

令和7年浜松市雄踏
地区はたちの集い
の開催に関する協
定書

12

城北南地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
城北南地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市城北南地区は
たちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：ホテルコンコルド浜松
海の間
出席者：（新成人）113人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 331,257 開催 5 4 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（西部
協働セ
ン
ター）

なし

13

城北・和
合地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続
城北・和合地区
はたちの集い実
行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市城北・和合地
区はたちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：ホテルコンコルド浜松
海の間
出席者：（新成人）121人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 337,098 開催 5 4 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（西部
協働セ
ン
ター）

なし

14

西部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
西部協働セン
ターイベント事
業実行委員会

学習成果を発表
する場づくり、
地域に住む人々
と協働して住み
やすいまちづく
りのための気運
を醸成し、生涯
学習の推進を図
るため。

〇西部協働センターまつり
11月16日・17日（土・日）参
加者：1,100人
〇大掃除
12月7日（土）　参加者：
68人
〇クリスマスコンサート
12月21日（土）　参加者：92
人

・住みやすいまちづ
くりのための気運醸
成

双方

負担金の
支出及び
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

双方 420,307 開催 4 4 4 4 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（西部
協働セ
ン
ター）

なし
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２．実行委員会
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事業実施にかかる役割 費
用
負
担

15
曳馬地区
はたちの
集い

実行委
員会

継続
曳馬地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和6年浜松市曳馬地区はた
ちの集い
開催：令和7年1月12日（日）
会場：ホテルクラウンパレス
4階芙蓉の間
参加者：はたちの方216人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業の実
施

行政 602,705 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（曳馬
協働セ
ン
ター）

なし

16

曳馬協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
曳馬協働セン
ターイベント事
業実行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場つくりや
地域に住む人々
と協力して住み
やすいマツづく
りのための機運
を醸成し、生涯
学習の推進を図
る。

〇敷地内美化活動
R6年6月～R7年2月

〇地域ふれあいコンサート
R6年9月
参加者：250

〇敷地内一斉清掃
R6年10月
参加者：120人

〇協働センターまつり
R76年11月
参加者：1,500名

〇三世代交流事業
開催：R6年12月
参加者：200人

〇ポートボール大会
R7年1月
参加者：250人

協働センターの事業
に関する企画及び実
施について実行委員
会のともに協議する
とともに、各団体及
び機関等の連携を密
接に図るため

双方
負担金の
支出、事
業に実施

負担金の
支出、事
業の実施

双方 434,961 開催 5 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（曳馬
協働セ
ン
ター）

なし

17

西・県居
地区はた
ちの集い
開催事業

実行委
員会

継続
西・県居地区は
たちの集い実行
委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや、郷
土愛と周りの
人々への感謝の
思いを育むとと
もに、地域で青
少年を健全に育
てようとする機
運を一層盛り上
げるため。

令和７年浜松市西・県居地区
はたちの集い
日時：令和７年１月１１日
（日）
出席者（はたちの当事者）：
９９名

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 333,263 開催 5 5 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（県居
協働セ
ン
ター）
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２．実行委員会
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担

18

県居協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
県居協働セン
ターイベント事
業実行委員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る。

・県居協働センタードッジ
ボール大会
令和6年10月13日（日）
参加人数：255人
・県居協働センターまつり
令和6年10月20日（日）
参加人数：200人
来場者：約800人
・一斉草刈
令和6年5月26日（日）、9月
29日（日）
参加人数：77人、80人
・施設清掃活動
令和6年11月24日（日）
参加人数：96人
・クリスマス会
令和6年12月7日（土）
参加人数：4人
来場者数：約80人
・なのはなコンサート
令和7年3月16日（日）
参加人数：100人
来場者数：約170人

不明 行政

・企画立
案や実施
可否の判
断
・催しの
中での挨
拶（委員
長挨拶）
・会計監
査

・開催場
所の提供
・実施に
向けての
調整（運
営全般）

双方 390,298 開催 5 5 4 4 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（県居
協働セ
ン
ター）

19

笠井地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

笠井地区はたち
の集い実行委員
会（笠井地区自
治会連合会）

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや、郷
土愛と周りの
人々への感謝の
思いを育むとと
もに、地域で青
少年を健全に育
てようとする気
運を一層盛り上
げるため。

笠井協働センターホールにて
はたちの集いを実施。
令和7年1月12日／160人参加
（20歳を迎えるもの126人、
来賓26人、実行委員8人）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 313,899 開催 5 4 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（笠井
協働セ
ン
ター）

20

笠井協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
笠井地区自治会
連合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る

笠井協働センターほかにて次
の内容を実施
●笠井協働センターまつり
令和7年11月16日/11月17日
●グランドゴルフ大会
令和7年1月18日/49人参加
●協働センター美化活動
令和7年6月15日／約100人参
加
令和7年10月12日／約90人参
加

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 322,519 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（笠井
協働セ
ン
ター）
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２．実行委員会

相手方の
役割
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役割
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協働
効果
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相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等
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事業実施にかかる役割 費
用
負
担

21

東部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
東部協働セン
ターイベント事
業実行委員会

学習の成果を発
表する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること

○東部チャイルドフェスタ
日時：令和6年7月28日 10:00
～14:00
会場：東部協働センター
内容：地域交流を目的とした
夏祭り
参加者数：約800人
○一斉草刈・清掃
令和6年5月25日、11月2日
9:00～10:00
参加人数：67人
○東部協働センターまつり
日時：令和6年12月15日
10:00～14:00
会場:東部協働センター
内容:施設利用団体の芸能発
表、作品展示、体験コー
ナー、食品バザー等
参加者数：約1,000人

協働センターの事業
に関する企画及び実
施について実行委員
会とともに協議する
とともに、各団体及
び機関等の連携を密
接に図るため

双方

事業の企
画運営、
事業に必
要な労務
の提供、
負担金の
支出

事業の企
画運営、
文書事務
及び会計
事務

双方 220,975 開催 5 5 4 4 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（東部
協働セ
ン
ター）

なし

22

飯田・相
生小地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
飯田・相生小地
区はたちの集い
実行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年飯田・相生小地区は
たちの集い
令和7年1月12日(日）
会場：アクトシティ浜松コン
グレスセンター3階31会議室
参加者：（はたちの方）166
人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 405,749 開催 5 4 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（東部
協働セ
ン
ター）

なし

23
第72回
浜松市姫
様道中

実行委
員会

継続
浜松市姫様道中
実行委員会

姫街道の歴史・
文化を継承して
いくとともに、
市民協働による
地域づくりに寄
与することを目
的とする。

姫様道中の開催
日時：令和7年3月29日（土）
会場：都田川桜堤ほか
内容：姫様の行列を再現
入込客数：約12,000人

地元自治会や青年団
などが地域のお祭り
をまとめ、住民が楽
しめるお祭りとして
実施

双方

企画・運
営、広
報、会計
処理

運営、安
全対策、
会場設
営、各種
申請　な
ど

双方 6,800,000 開催 5 4 5 5 4 浜名区

北行政
セン
ター
（まち
づくり
推進担
当）

参加者へのアン
ケートの実施

24

佐鳴台地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
佐鳴台地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、　２０歳の
節目に改めて大
人としての責任
を自覚し、社会
に貢献しようと
する気持ちや、
郷土愛と周りの
人々への感謝の
思いを育むとと
もに、地域で青
少年を健全に育
てようとする気
運を一層盛り上
げるため。

令和７年浜松市佐鳴台地区は
たちの集い
令和７年１月１２日（日）
会場：ジ・オリエンタルテラ
ス　ザ・ギャラリア
参加者（２０歳を迎える
方）：６３人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成１３年から地域分
散型による実行委員
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 323,896 開催 5 4 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（佐鳴
台協働
セン
ター）
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担

25

佐鳴台協
働セン
ターふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
佐鳴台協働セン
ターイベント実
行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

・協働センター草取り
　令和6年5月1日（水）～6月
30日(日)
　令和6年10月1日(火)　～10
月31日(木)
　参加者数約200人
・佐鳴台協働センターまつり
　令和6年10月19日(土)
　令和6年10月20日(日)
　参加者数約3000人
・凧揚げ大会
　令和7年1月18日(土)
　令和7年1月25日(土)
　参加者数約40人
・さなるふれあいコンサート
  令和7年2月1日(土)
　参加者数約100人

地域に住む人々と住
みやすいまちづくり
のための気運を醸成
し、生涯学習の推進
を図る。

双方
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 422,730 開催 5 4 5 5 5 中央区
まちづ
くり推
進課

26

三方原地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
三方原地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

三方原地区はたちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：浜松市教育会館
参加者：174人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 395,380 開催 5 5 5 4 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（三方
原協働
セン
ター）

なし

27

浜松市中
央区東地
域俳句の
里づくり
事業

実行委
員会

継続

浜松市中央区東
地域俳句の里づ
くり事業実行委
員会

中央区東地域
は、俳人松島十
湖や原田濱人を
生み、多くの句
碑も現存するな
ど、俳句との縁
が深い地域であ
る。そこで、中
央区東地域（旧
東区）を「俳句
の里」と位置づ
け、「十湖賞」
俳句大会などの
各種俳句関連事
業の実施によ
り、歴史と文化
が香る地域づく
りを推進するも
のである。

「俳句の里づくり事業」とし
て年間を通して各種事業を展
開。
■【小中高校俳句講座】
内容：中央区東地域内の小中
高生を対象にした俳句講座
実施時期：令和6年6月17日～
7月16日
受講実績：73クラス　2,137
人
■【第十七回「十湖賞」俳句
大会】
内容：中央区東地域出身の俳
人、松島十湖の名を冠した俳
句大会
投句者数：5,932人、投句
数：9,719句
表彰式：令和7年2月11日
（火・祝）
会場：浜松市総合産業展示館

不明 不明
企画・運
営・事業
実施

事務局・
企画・運
営・事業
実施

行政 4,201,000 開催 5 4 4 4 4 中央区

東行政
セン
ター
（地域
振興）

-
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用
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28

積志地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
積志地区自治会
連合会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

サーラ音楽ホール（浜松市市
民音楽ホール）にてはたちの
集いを実施。
令和7年1月12日／407人参加
（新成人340人、来賓56人、
実行委員11人）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 735,952 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（積志
協働セ
ン
ター）

29

積志協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
積志地区自治会
連合会

これまで学習し
てきた成果を発
表する場づくり
や。地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図る

積志協働センターにて下記の
内容を実施。
●美化清掃事業
令和6年4月13日、6月8日、9
月7日、10月19日／延べ344人
参加
●積志ふれあいコンサート
令和6年11月10日／延べ364人
参加
●積志協働センターまつり
令和6年11月17日、15日/延べ
2527名参加

地域に住む人々と住
みやすいまちづくり
のための気運を醸成
し、生涯学習の推進
を図る。

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 834,760 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（積志
協働セ
ン
ター）

30

蒲協働セ
ンター地
域ふれあ
いフェス
タ事業

実行委
員会

継続
蒲地区自治会連
合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図ることを目
的とする。

蒲協働センターにて下記の内
容を実施。
●蒲協働センターまつり　令
和6年11月23日/11月24日
●劇団たんぽぽ公演
令和6年8月9日／93人参加
●協働センター内美化活動
令和6年7月1日～7月16日
令和6年10月26日～11月4日
延べ132人参加

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 437,113 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（蒲協
働セン
ター）

31

蒲・佐藤
小地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

蒲・佐藤小地区
はたちの集い実
行委員会（蒲地
区自治会連合
会、江東地区自
治会連合会）

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
へのい感謝の思
いを育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

サーラプラザ浜松にて、はた
ちの集い及び交流会を実施。
令和7年1月12日／219人参加
(新成人178人、来賓19人、委
員22人)

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施、

事業の実
施、負担
金支出

行政 454,052 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（蒲協
働セン
ター）

32
出世の街
浜松家康
公祭り

実行委
員会

継続
出世の街浜松家
康公祭り実行委
員会

徳川家康公や浜
松城を活用した
イベントを開催
し、国内外に本
市をアピールす
る。また、家康
公が遺した歴史
的・文化的財産
や価値を再発見
し、新たな文
化・観光を創出
しながら、都市
としての魅力向
上を図る。

徳川家康公、浜松城等に関連
する歴史・文化を紹介
・出世の街浜松家康公祭り
（令和6年11月2日～3日）
来場者数13,704人

「家康公ゆかりの地
出世の街浜松」を効
果的に国内外にPRす
るためには、官民連
携となって取り組ん
でいく必要があるた
め。

行政
事業の実
施

負担金の
支出

行政 10,000,000 開催 5 5 5 5 5 産業部

観光・
シティ
プロ
モー
ション
課
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33

細江地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
細江地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

○細江地区はたちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：みをつくし文化セン
ター
参加者：160人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 395,553 開催 5 4 4 4 4 浜名区

北行政
セン
ター
（まち
づくり
推進担
当）

なし

34

和田・中
ノ町地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

和田地区自治会
連合会、中ノ町
地区自治会連合
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや、郷
土愛と周りの
人々への感謝の
思いを育むとと
もに、地域で青
少年を健全に育
てようとする気
運を一層盛り上
げるため。

産業展示館北館1号ホールに
て20歳の節目を祝う式典を実
施
・はたちの集い（1月12日）
参加者数203人（20歳を迎え
る者180人、来賓23人）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 396,116 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（天竜
協働セ
ン
ター）

35

天竜協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

和田地区自治会
連合会、中ノ町
地区自治会連合
会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る

地域ふれあいフェスタ事業と
して次の内容を実施
・天竜協働センターまつり
（11月3日）
参加者数1,500人
・天竜協働センター美化活動
（①6月1日～7月31日、②10
月2日～10月31日）
参加者数延べ200人

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため。

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 339,732 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（天竜
協働セ
ン
ター）
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36
はままつ
北フェス
2025

実行委
員会

継続
はままつ北フェ
ス実行委員会

北地域の魅力発
信と区内の各種
団体の交流促進
を図ることによ
る区としての一
体感の醸成
集客目標30千人

令和7年3月2日（日）
都田総合公園
来場者　35,000人
イベントステージ、大物産
展、企業展、フィールドアト
ラクション、クイズラリー、
つきたて祝い餅の提供、三遠
南信五平餅サミット等の実
施。
同時開催として、ギネス世界
記録に挑戦！最大の鍵盤ハー
モニカアンサンブル。

旧浜松市地域と旧引
佐郡地域からなる北
地域（旧北区）に
とって、区民の一体
感の醸成が急落で
あったことから、各
地域のまちづくり協
議会を中心に企画・
運営するイベントが
必要であった。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 6,300,000 開催 5 5 4 5 5 浜名区

北行政
セン
ター
（地域
振興担
当）

37

浜名地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
浜名地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

日付：令和7年1月12日（日）
会場：なゆた・浜北(なゆた
ホール）
出席者；はたちの方218人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、地
域分散型による実行
委員会形式で実施。

行政
役務の提
供

負担金支
出
事業の実
施

行政 455,732 開催 5 5 4 5 5 浜名区

まちづ
くり推
進課
（浜名
協働セ
ン
ター）

38

浜名協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

浜名協働セン
ター地域ふれあ
いフェスタ実行
委員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図ることを目
的とする。

協働センターまつり
　令和6年11月2日（土）・3
日（日）
センターで活動する地域活動
団体等が「演目発表」及び
「作品展示」を行う。

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、実
行委員会を立ち上
げ、地域の団体等と
市と協働し負担金方
式により実施。

行政
企画・運
営、負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

行政 208,912 開催 5 4 5 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課
（浜名
協働セ
ン
ター）

39
天竜区文
化振興事
業

実行委
員会

継続
龍山地区文化振
興事業実行委員
会

浜松市龍山森林
文化会館を活用
した文化祭等の
各種文化振興事
業を通じて、龍
山地区の文化振
興を図ることを
目的とする。

〇龍山ふれあい文化祭
・開催日：令和6年11月23
日・24日
・作品展出展数：222点
・舞台発表：10団体

元々行政が文化振興
の一環で行なってい
たものを、協働を推
進するために実行委
員会形式に変更した
もの

行政
文化祭の
企画・運
営

運営の助
言・負担
金支出

双方 200,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山支
所

参加者へのアン
ケートの実施

40
天竜区文
化振興事
業

実行委
員会

新規
龍山地区文化振
興事業実行委員
会

浜松市龍山森林
文化会館を活用
した文化祭等の
各種文化振興事
業を通じて、龍
山地区の文化振
興を図ることを
目的とする。

〇天竜区絵画公募展
大賞受賞作品特別展
・開催日：令和6年11月23日
～29日
・来場者：250名

元々行政が文化振興
の一環で行なってい
たものを、協働を推
進するために実行委
員会形式に変更した
もの

行政
公募展の
企画・運
営

運営の助
言

なし 0 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山支
所

浜松市文化振興財
団助成金及び区内
の企業・個人から
の協賛金で開催

41
ふれあい
運動会開
催事業

実行委
員会

継続
龍山ふれあい運
動会実行委員会

龍山地域住民の
健康増進並び
に、地域の一体
感と活力の醸成
及び地域の交流
促進を図ること
を目的とする。

〇龍山ふれあい運動会の開催
・開催日：令和6年10月6日
（日）
・会場：龍山総合グランド

元々行政が地域振
興・スポーツ振興の
一環で行なっていた
ものを、協働を推進
するために実行委員
会形式に変更したも
の

行政
運動会の
企画・運
営

運営の助
言

相手 0 中止 5 3 3 4 4 天竜区
龍山支
所

　

当日の朝までの雨
によりグランドの
状態が悪かったた

め当日中止
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42

ほっとぴ
あたつや
ま産業祭
開催事業

実行委
員会

継続
ほっとぴあたつ
やま産業祭実行
委員会

ほっとぴあたつ
やま産業祭が盛
大に開催される
事により都市部
との交流促進を
図る事を目的と
する。

○ほっとぴあたつやま産業祭
の開催
・開催日：令和6年11月10日
（日）
・会場：龍山総合運動場
・内容：ステージイベント、
物産展など
・来場者：約2,000人

元々行政が地域振
興、産業振興の一環
で行っていたもの
を、協働を促進する
ために実行委員会形
式に変更したもの

行政
産業祭の
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

双方 1,159,000 開催 5 4 3 4 4 天竜区
龍山支
所

来場者へのアン
ケートの実施

43

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（二俣ふ
れあいセ
ンターま
つり）

実行委
員会

継続
二俣ふれあいセ
ンターまつり実
行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

二俣ふれあいセンターまつり
の開催
日時：令和7年2月28日～3月1
日
（9：00～17：00）/
2日（9：30～12：00）
会場：二俣ふれあいセンター
内容：二俣ふれあいセンター
活動団体等の成果発表や地域
交流イベント、地域住民のふ
れあいの場として開催。
参加者：1,052人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方

・負担金
の拠出
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

双方 142,938 開催 4 5 5 5 5 天竜区

まちづ
くり推
進課
（二俣
ふれあ
いセン
ター）

-

44

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（熊ふれ
あいセン
ターまつ
り）

実行委
員会

継続
熊ふれあいセン
ターまつり実行
委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

熊ふれあいセンターまつりの
開催
日時：令和6年11月9日（9:00
～15:00）
10日（9:00～12:00）
会場：熊ふれあいセンター
内容：ふれあいセンターで活
動する団体の日頃の練習の成
果を発表する機会及び地域住
民のふれあいの場として開
催。
参加者：116人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方

・負担金
の拠出
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

双方 53,986 開催 5 4 4 5 4 天竜区

まちづ
くり推
進課
（熊ふ
れあい
セン
ター）

-

45

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（光明ふ
れあいセ
ンター活
動団体発
表会）

実行委
員会

継続
光明ふれあいセ
ンター活動推進
委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

光明ふれあいセンター活動団
体発表会の開催
日時：令和７年2月16日
（10:00～15:00）
会場：光明ふれあいセンター
内容：ふれあいセンターで活
動する団体の日頃の練習の成
果を発表する機会及び地域住
民のふれあいの場として開
催。
参加者：53人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務

なし 0 開催 5 4 4 5 4 天竜区

まちづ
くり推
進課
（光明
ふれあ
いセン
ター）

-

46

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（上阿多
古ふれあ
いセン
ターまつ
り）

実行委
員会

継続
上阿多古ふれあ
いセンターまつ
り実行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

上阿多古ふれあいセンターま
つりの開催
日時：令和6年11月10日
（9:00～14:00）
会場：上阿多古ふれあいセン
ター
内容：ふれあいセンターで活
動する団体の日頃の練習の成
果を発表する機会及び地域住
民のふれあいの場として開
催。
参加者：220人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

双方 124,994 開催 5 4 4 5 4 天竜区

まちづ
くり推
進課
（上阿
多古ふ
れあい
セン
ター）

-

47

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（下阿多
古ふれあ
いセン
ターまつ
り）

実行委
員会

継続
下阿多古ふれあ
いセンターまつ
り実行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

下阿多古ふれあいセンターま
つりの開催
日時：令和7年2月15日
（9:00～14:30）
会場：下阿多古ふれあいセン
ター
内容：ふれあいセンターで活
動する団体の日頃の練習の成
果を発表する機会及び地域住
民のふれあいの場として開
催。
参加者：240人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方

・負担金
の拠出
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

双方 125,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区

まちづ
くり推
進課
（下阿
多古ふ
れあい
セン
ター）

-
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48

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（竜川ふ
れあいセ
ンターま
つり）

実行委
員会

継続
竜川ふれあいセ
ンターまつり実
行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の
推進を図ること
を目的とする。

竜川ふれあいセンターまつり
の開催
日時：令和7年3月2日
（9:30～15:00）
会場：竜川ふれあいセンター
内容：ふれあいセンターで活
動する団体の日頃の練習の成
果を発表する機会及び地域住
民のふれあいの場として開
催。
参加者：140人

平成27年度から実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働して行うため負
担金方式に変更。
（全市統一）

双方

・負担金
の拠出
・労務の
提供

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

双方 135,000 開催 5 4 4 5 4 天竜区

まちづ
くり推
進課
（竜川
ふれあ
いセン
ター）

-

49
天竜芸術
祭芸能発
表会

実行委
員会

継続
天竜芸術祭芸能
発表会実行委員
会

天竜区民による
芸能発表会を開
催し、区民の文
化振興の向上を
図ることを目的
とする

天竜芸術祭芸能発表会の開催
日時：例年10月末（日）
会場：天竜壬生ホール
内容：天竜地域に在住在勤在
学又は天竜地域内の文化団体
に所属する市民を対象とした
舞台芸術の発表会
【R6(第20回)の実績】
令和6年10月27日（日）
出演：18団体(208人)　入場
者：694人

市が事務局となり、
芸能発表等に精通し
ている市民が協働で
芸能発表会を開催す
ることにより、円滑
でレベルの高い運営
や多くの市民に認知
される事業となるた
め

不明
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

双方 635,000 開催 5 5 4 4 5 天竜区
まちづ
くり推
進課

50
天竜芸術
祭美術展

実行委
員会

継続
天竜芸術祭美術
展実行委員会

天竜区民に芸術
創作の発表及び
鑑賞の機会を提
供し、天竜区内
の芸術文化の振
興を目的とす
る。

天竜芸術祭美術展の開催
内容：天竜区内に在住在勤在
学、又は天竜区内の文化団体
に所属する市民を出品対象と
した美術展の開催
【R6(第20回)の実績】
令和6年11月23日（土・祝）
～11月28日（木）
会場：二俣ふれあいセンター
出品点数：219点
入場者数：657名

市が事務局となるこ
とで、会員が高齢化
しつつある文化協会
の事務の負担が軽減
されるため。

双方
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

行政 850,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
まちづ
くり推
進課

51
天竜文芸
発行

実行委
員会

継続
天竜区文芸誌発
行事業実行委員
会

天竜区文芸誌を
天竜区民自らの
手で企画し、発
行することによ
り、天竜区の魅
力ある個性的な
文化の創造を図
るとともに、天
竜区民が芸術文
化活動への理解
を深め、芸術文
化の分野におい
て区の一体感を
高めること を
目的とする

『天竜文芸15号』の発行
発行日：12月20日
部数：500部
（図書館等関係機関へ配布
169部、販売331部※保存用含
む）
仕様：Ａ5判　212頁＋奥付
掲載点数：117点
編集会議数　４回

市が事務局となり、
文芸作成に意欲のあ
る市民と協働で発行
事業に取り組むこと
で、多くの市民に認
知される事業となる
ため

双方
企画・運
営・編集

事務局、
負担金支
出

双方 386,997 開催 5 5 5 5 5 天竜区
まちづ
くり推
進課

52

天竜・龍
山地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続
天竜・龍山地区
はたちの集い実
行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

浜松市天竜・龍山地区はたち
の集いの開催
開催日:令和7年1月12日
（日）
会場:天竜壬生ホール
内容:第一部式典、第二部交
流会
出席者：新成人108人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

行政 248,043 開催 5 4 5 5 5 天竜区

まちづ
くり推
進課・
龍山協
働セン
ター
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53

天竜区駅
伝大会事
業「第11
回船明ダ
ム周回駅
伝大会」

実行委
員会

継続
天竜区駅伝大会
等実行委員会・
天竜地域部会

・浜松市スポー
ツ振興計画の
「するスポー
ツ」の推進及び
参加者の健康増
進を図るととも
に、地域住民の
「みるスポー
ツ」の提供をす
る。
・駅伝大会を通
して、都市部と
中山間地域住民
の交流促進を図
り、地域振興に
つなげる

第11回船明ダム周回駅伝大会
の開催
日時：令和6年11月24日
（日）
会場：船明ダム周回コース
内容：一般　5区間、27.5㎞
女子・中学（男女）・男女混
合、16.5㎞

平成25年度から実行
委員会を立ち上げ
た。
各地域部会と市と協
働して行うため負担
金方式とした。

双方
・大会の
企画・運
営

・運営の
助言、負
担金支出

双方 344,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
まちづ
くり推
進課

―

54
天竜産業
観光まつ
り

実行委
員会

継続
天竜産業観光ま
つり実行委員会

天竜地域の歴史
や文化などの魅
力を発信し、交
流人口の拡大、
産業観光振興に
よる地域活性化
を図る。

天竜産業観光まつりの開催
日時：令和6年11月3日(日・
祝)9時30分～15時00分
会場：クローバ通り商店街
内容：物産展(79店舗)、ＰＲ
イベント等
参加者：8,700人

商工会や観光協会を
中心とした地域団体
や市民、行政による
実行委員会により事
業を実施

双方
企画・運
営

運営補
助・助
言、負担
金支出

双方 3,994,000 開催 5 5 4 5 4 天竜区
まちづ
くり推
進課

　

55

芳川・河
輪地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

芳川地区自治会
連合会
河輪地区自治会
連合会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

芳川・河輪地区はたちの集い
令和7年1月12日(日）
受付開始：10時00分
式典開始：10時30分
会場：浜松市福祉交流セン
ター　ホール
参加者：230名（20歳を迎え
る人）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

行政 651,147 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（南陽
協働セ
ン
ター）

なし

56

南陽協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
南陽協働セン
ター活動推進委
員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図るため。

①協働センター
　まつり
令和6年9月22日(日）
芸能発表、作品展示
来場者：1002人

②町別対抗男女混合
　バレーボール大会
　令和7年3月2日(日）
　参加8チーム
　参加人数：116人

地域に存在する自治
会、地区社会福祉協
議会、小・中学校、
体育協会等の協力を
仰ぎ、事業を円滑か
つ効率的に推進する
ため。

双方
負担金の
支出・事
業の実施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

双方 356,607 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（南陽
協働セ
ン
ター）

なし

57

新津地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
新津地区自治会
連合会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

新津地区はたちの集い

令和7年1月12日(日)
受付開始：9時30分
式典開始：10時00分
会場：新津協働センター　体
育館
参加者121人（20歳を迎える
者）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政

負担金の
支出・事
業の企画
運営

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局の設置

双方 312,390 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（新津
協働セ
ン
ター）

なし
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58

新津協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
新津地区自治会
連合会

学習してきた成
果を発表する場
づくりや、地域
に住む人々と協
働して、住みや
すいまちづくり
のための気運を
醸成し、生涯学
習の推進を図
る。

(1)「好きです新津」ふれあ
いフェスタ
令和6年6月16日（日）
内容：音楽フェスティバル、
輪投げ大会
(2)新津協働センターまつり
令和6年11月16日（土）、17
日（日）
内容：地域活動団体による学
習成果の発表など
(3)新津協働センター大掃除
令和6年12月7日（土）
内容：地域活動団体による協
働センターの掃除

地域活動団体の学習
成果の場を提供する
とともに地域住民が
参加しやすいイベン
トにするため自治会
及び各種団体の協力
を仰ぎ円滑に事業を
推進するため。

行政

負担金の
支出・事
業の企画
運営

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局の設置

双方 390,137 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（新津
協働セ
ン
ター）

来場者アンケー
ト実施

59

白脇協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
白脇地区自治会
連合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る。

協働センター掃除活動
　令和6年11月2日(土）
白脇まつり
　令和6年11月10日(日）
ふれあいコンサート
　令和7年2月7日(金)
人形劇
　令和7年3月1日(土)

地域団体や地域住民
と協働することによ
り事業を効率的に進
めることができる。

双方 事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 379,170 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（白脇
協働セ
ン
ター）

なし

60

駅南・白
脇地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

駅南地区自治会
連合会
白脇地区自治会
連合会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集い
令和7年1月12日(日）
会場：アクトシティ浜松
参加者：168人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 491,292 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（白脇
協働セ
ン
ター）

なし

61

江南地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
五島地区自治会
連合会
砂丘自治会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

江南地区はたちの集い
令和7年1月12日（日）
受付開始9時30分
式典開始10時00分
会場：五島協働センターホー
ル
参加者59人（20歳を迎える
人）13人（来賓）13人（実行
委員）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

行政 181,419 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（五島
協働セ
ン
ター）

なし
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62

五島協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
五島地区自治会
連合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図るため。

1 五島協働センターまつり、
天文台まつり
令和6年12月7日（土）、8日
（日）
地域活動団体による芸能発表
及び地域団体の作品展示、模
擬店等
2 五島協働センター大掃除
令和6年6月1日（土）、11月
30日（土）
地域活動団体による清掃及び
協働センターまつり準備
3 ふれあいコンサート
令和7年3月16日（日）
音楽フェスティバル
4 ハッピー浜特マーケット
令和6年11月9日（土）、令和
7年2月6日（木）
浜松特別支援学校による作業
製品展示兼販売会

行政と地域が協働す
ることで学習成果を
発表する場づくり
や、地域住民が触れ
合う場を提供し、事
業を円滑に推進する
ため。

双方

負担金の
支出、事
業の企
画・運営

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 342,852 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（五島
協働セ
ン
ター）

なし

63

可美地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
可美地区自治会
連合会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

可美地区はたちの集い
　令和7年1月12日（日）
　受付開始9時30分
　式典開始10時00分
　会場：可美総合公園ホール
　参加者：98人（20歳を迎え
るもの）、他130人参加（家
族、ボランティア等）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
負担金の
支出、事
業の実施

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 236,584 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（可美
協働セ
ン
ター）

なし

64

可美協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
可美地区自治会
連合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図るため。

可美地区花いっぱい運動、可
美グランドゴルフ大会、ふれ
あいサマーフェスタ、可美協
働センターまつり、緑の体験
活動、サイコロダーツ普及交
流事業、ももの里発表会　延
でおおよそ5,300人参加。

地域と連携すること
により、学習成果を
発表する場づくり
や、地域に住む人々
が住みやすいまちづ
くりのための気運を
醸成し、生涯学習の
推進を図るため協働
するもの。

双方
負担金の
支出、事
業の実施

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 392,829 開催 5 5 5 5 5 中央区

南行政
セン
ター
（可美
協働セ
ン
ター）

なし

65

葵西・初
生地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続
葵西・初生地区
はたちの集い実
行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市葵西・初生地
区はたちの集い
開催日令和7年1月12日（日）
会場：北部協働センターホー
ル
出席者（新成人）149人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成１３年から地域分
散型による実行委員
会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金支
出、事業
の実施

行政 334,487 開催 5 5 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（北部
協働セ
ン
ター）
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66

葵東・高
丘・花
川・西丘
地区はた
ちの集い
開催事業

実行委
員会

継続

葵東・高丘・花
川・西丘地区は
たちの集い実行
委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市葵東・高丘・
花川・西丘地区はたちの集い
開催日令和7年1月12日（日）
会場：北部協働センターホー
ル
出席者（新成人）147人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成１４年から地域分
散型による実行委員
会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金支
出、事業
の実施

行政 343,093 開催 5 5 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（北部
協働セ
ン
ター）

67

北部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
北部協働セン
ターイベント事
業実行委員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と強度して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図るため。

・北部協働センターまつり
10月19日・20日（土・日）
・一斉清掃
6月8日、9月14日、12月14日
（土）
・北部ジュニア公民館
8月3日、4日（土・日）
・北部ふれあいコンサート
12月1日（日）

地域に住む人々と住
みやすいまちづくり
のための気運を醸成
し、生涯学習の推進
を図る。

行政
事業の実
施

負担金支
出、事業
の実施

行政 413,425 開催 5 5 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（北部
協働セ
ン
ター）

68

篠原地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
篠原地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため

令和7年篠原地区はたちの集
いの開催
開催日時
　令和7年1月12日(日)
　13：00～15：00式典・交流
会
会場
　篠原協働センター体育館
参加者　140人
　内訳
　　20歳を迎える者　114人
　　来賓　5人
　　恩師　12人
　　実行委員　9人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施

行政
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業実
施、支援

双方 351,922 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（篠原
協働セ
ン
ター）
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69

篠原地区
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

篠原協働セン
ター地域ふれあ
い事業実行委員
会

学習成果を発表
する場づくりや
地域に住む人々
と協働して住み
やすい街づくり
のための気運を
醸成し、生涯学
習の増進を図る
こと

・篠原協働センター清掃活動
　　令和6年5月25日・10月26
日(土）
8:30～9:30　延べ114人
・さざんかコート
　令和6年9月29日（日）
12:00～15:30　10団体108人
・三世代交流ボッチャ大会
　令和6年10月20日（日）
　12:00～16:00　168人
・篠原協働センターまつり
　令和6年11月9日(土)12：00
～15：00
・作品展示・スタンプラリー
抽選会
　令和6年11月10日(日)9：30
～14：30
　作品展示・芸能発表・子ど
もイベント

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、実
行委員会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業実
施、支援

双方 489,869 開催 5 5 5 4 5 中央区

西行政
セン
ター
（篠原
協働セ
ン
ター）

　

協働セン
ターを核
した地域
課題解決
事業「～
３世代交
流事業～
篠原地区
ボッチャ
大会」

実行委
員会

廃止

令和5年度の協働セ
ンターを核とした
地域課題解決事業
として実施したた
め

70

佐久間地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
佐久間地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集い開催
日時：令和7年1月2日
会場：佐久間歴史と民話の郷
会館
参加者：11人（20歳を迎える
方）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

行政 97,807 開催 5 5 5 5 4 天竜区
佐久間
支所

はたちの集い対
象者へのアン
ケート実施

71

さくま国
際交流音
楽指導講
座

実行委
員会

継続
さくま国際交流
音楽指導講座実
行委員会

元ウィーン・
フィルハーモ
ニーバストロン
ボーン奏者
「カール・ヤイ
トラー」氏を招
聘し、音楽に対
するより深い理
解と演奏技術の
向上、国際感覚
の醸成を目指
す。

さくま国際交流音楽指導講座
開催
〇期間：令和6年10月2日～10
月6日
〇会場：佐久間歴史と民話の
郷会館他
〇内容
　学校吹奏楽部指導
　一般吹奏楽団体指導
　学校訪問ｺﾝｻｰﾄ
　ｳｨｰﾝ交流ｺﾝｻｰﾄ

この事業の趣旨に賛
同いただいている団
体や地域で活動する
音楽団体へ実行委員
を依頼することによ
り、事業目的を達成
するために最も効率
よく進めることがで
きるため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

行政 2,351,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
佐久間
支所

ウィーン交流コ
ンサート開催時
に来場者アン
ケートを実施
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72

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業

実行委
員会

継続
佐久間歴史と民
話の郷会館活用
委員会

良質な音楽や舞
台芸術、講演会
などに普段接す
る機会が少ない
地域住民にその
機会を提供し、
中山間地域の文
化振興を図る。

佐久間文化講演会開催
日時：令和7年3月23日
会場：佐久間歴史と民話の郷
会館
来場者：150人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態であり、地
域住民の望む内容に
対応できるため。

行政
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

行政 773,374 開催 5 4 4 4 4 天竜区
佐久間
支所

文化講演会開催
時に来場者アン
ケートを実施

73

天竜区交
流促進事
業(フェス
タさく
ま）

実行委
員会

継続
フェスタさく
ま実行委員会

イベントを開
催すること
で、集客によ
る地域の活性
化や産業振興
の発展を目指
す。

2024フェスタさくま開催
日時：令和6年11月10日
（日）
会場：佐久間歴史と民話の
郷会館駐車場
内容：物産展、伝統芸能等
ステージショー

産業の活性化を目
指して始まったイ
ベントであり、地
域の商工・産業を
担っている商工会
が実行委員会とな
ることで事業を効
率的に行うことが
できるため。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 1,856,555 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間
支所

来場者・出店
者へのアン
ケート実施

74

蕎麦の里
づくり事
業（佐久
間新そば
まつり）

実行委
員会

継続
佐久間新そばま
つり実行委員会

・佐久間での蕎
麦のイメージを
高め、交流人口
増加を促し、蕎
麦の生産振興や
そば打ちの普及
などによる地産
地消を推進す
る。
・中山間地域と
都市部との交流
機会の提供機会
を増やし、地域
の活性化を図
る。

第25回佐久間新そばまつり開
催
日時：令和7年1月25,26日
（土・日）
会場：佐久間歴史と民話の郷
会館及び駐車場
内容：そばの味くらべ広場、
そば打ち実演、物産展等

NPO法人がんばらまい
か佐久間で、そばの
収穫や地域間交流に
携わるようになっ
た。佐久間のそばに
ついて市と一体的、
包括的に考えること
ができるようになっ
たため。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 1,101,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間
支所

来場者・出店者
へのアンケート
実施

75

天竜川と
ともに生
きる文化
伝承事業

実行委
員会

継続
天竜川とともに
生きる文化伝承
事業実行委員会

天竜川をテーマ
に慣れ親しんだ
天竜川を地域住
民に意識しても
らい、ほこりを
育むとともに都
市部住民が
「水」を育む中
山間地域を意識
し、中山間地域
住民との新たな
交流や関わりの
増大を図る。

体感機会提供事業
　「佐久間ダム竜神まつり」
の開催
日時：令和6年10月27日
（日）
会場：佐久間ダム湖岸広場
内容：竜神の舞披露、湖上打
上花火、ダム堰堤内探検等

情報提供事業
　天竜川にまつわる佐久間地
域の行事や見所などを情報配
信した。

佐久間ダム建設時の
慰霊を行うために始
まったダムまつりで
あるが、現在では佐
久間ダムに興味のあ
る人に向けた地域活
性化の手段となって
いる。そのため、観
光協会が主体となる
ことで効率よく事業
を進めることができ
る。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 2,000,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間
支所

　

76

佐久間青
少年健全
育成推進
事業

実行委
員会

継続

佐久間ふれあい
ワイワイ講座開
催事業実行委員
会

ふるさと佐久間
を中心に自然の
豊かさや文化の
良さについての
体験を通して学
び、また、他校
児童との触れ合
いの中で協調性
を養うととも
に、責任感、創
造性を培うこと
を目的とする。

佐久間ふれあいワイワイ講座
開催時期：8月～3月
講座回数：年7回
対象者：近隣小学校4・5・6
年生
延参加者数：51人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、地
域分散型による実行
委員会形式で実施。

双方
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金の支出

行政 313,000 開催 5 4 4 5 4 天竜区
佐久間
支所

実行委員会で意
見を聴取
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77

水窪地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
水窪地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集いの開催
開催日：令和7年1月3日
会場：水窪文化会館
はたちを向かえる人：6名

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

双方
企画・
運営

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 77,251 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪支
所

なし

78
講座等開
催事業

実行委
員会

継続
水窪文化会館生
涯学習講演会実
行委員会

水窪地区の生涯
学習の向上を図
るため。

サマーコンサートの開催
開催日：令和6年6月27日
（木）
会場：水窪文化会館
内容：アンサンブルユニッ
ト・クオーレによる演奏会
来場者数：80人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態であり、住
民の望む内容に対応
できうる。

双方
事業の実
施

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 255,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪支
所

なし

79

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業

実行委
員会

継続
水窪文化会館生
涯学習講演会実
行委員会

水窪地区の生涯
学習の向上を図
るため、及び水
窪文化会館の利
用促進を図るた
め。

みさくぼエレクトーンパ
ティー
会場：水窪文化会館
内容：浦川コンサートクラブ
による演奏会
開催日：令和7年3月9日
（日）
来場者数：80人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態であり、住
民の望む内容に対応
できうる。

双方
事業の実
施

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 100,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪支
所

なし

80

天竜区駅
伝大会事
業「第73
回北遠駅
伝大会」

実行委
員会

継続
天竜区駅伝大会
等実行委員会水
窪地域部会

・浜松市スポー
ツ振興計画の
「するスポー
ツ」の推進及び
参加者の健康増
進を図るととも
に、地域住民の
「みるスポー
ツ」の提供をす
る。
・駅伝大会を通
して、都市部と
中山間地域住民
の交流促進を図
り、地域振興に
つなげる

第73回北遠駅伝大会の開催
日時：令7年2月23日（日）
会場：水窪町内
内容：6区間、23.6㎞
参加チーム数：22チーム

平成25年度から実行
委員会を立ち上げ
た。
各地域部会と市と協
働して行うため負担
金方式とした。

双方
企画・
運営

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

双方 400,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
水窪支
所

なし

81

綱引きに
よるまち
づくり推
進事業

実行委
員会

継続
峠の国盗り綱引
き実行委員会

話題性のある峠
の綱引きを通じ
浜松市、飯田市
の交流を図ると
ともに地域振興
や交流人口の増
加につなげる。

観光の振興及び交流の促進を
図るため、県境のヒョー越峠
において遠州軍・信州軍の両
者による峠の国盗り綱引き合
戦を開催
日程：令和6年10月27日
会場：ヒョー越峠
内容：アトラクション・国盗
り綱引き合戦・国境標識の移
動
来場者数：約250人

地域振興のため地域
活性化、交流人口の
増加という同じ目的
のため協働して事業
実施している。

相手
事業の企
画運営

運営の助
言協力、
負担金に
関するこ
と

双方 1,050,000 開催 5 5 5 4 4 天竜区
水窪支
所

なし

82
水窪仮装
コンクー
ル

実行委
員会

継続
水窪仮装コン
クール実行委員
会

仮装コンクール
を通じて地域の
活性化、伝統文
化の継承、観光
客の誘致と参加
者同士の交流に
用交流人口の増
加を図る。

　地域の活性化、観光客の誘
客を図るため、水窪まつりの
一環として仮装コンクールを
開催
内容：仮装コンクール・
日程：令和6年9月14月日、15
日
来場者数：約10,000人

地域振興のため地域
活性化、伝統文化の
継承、交流人口の増
加という同じ目的の
ため協働して事業実
施している。

相手
事業の企
画運営

運営の助
言協力、
負担金に
関するこ
と

双方 3,600,000 開催 5 5 5 4 4 天竜区
水窪支
所

なし
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83

産業祭り
「みさく
ぼ夢街
道」開催
事業

実行委
員会

継続
みさくぼ夢街道
実行委員会

商店街の活性化
のため、産業祭
を開催し、観光
客の誘致や交流
人口の増加を図
る。

商店街の活性化のため、産業
祭を開催。
内容：露天形式による特産品
の販売及び各種団体による催
しの実施
日程：令和6年11月10日
来場者数：約1,600人

商店街のの活性化の
ため、環境客の誘致
や、交流人口の増加
という同じ目的のた
め協働して事業実施
している。

相手
事業の企
画運営

運営の助
言協力、
負担金に
関するこ
と

双方 1,341,000 開催 5 5 5 4 4 天竜区
水窪支
所

なし

84

長上地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
長上地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

地域の人々の温かな祝福によ
り、20歳の節目に改めて大人
としての責任を自覚し、社会
に貢献しようとする気持ち
や、郷土愛と周りの人々への
感謝の思いを育むとともに、
地域で青少年を健全に育てよ
うとする気運を一層盛り上げ
るため。

令和7年1月12日（日）
産業展示館北館1号ホール
参加者177人、来賓2人、実行
委員6人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

不明
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 429,231 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（長上
協働セ
ン
ター）

85

長上協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
長上地区自治会
連合会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る。

長上協働センターが大規模改
修工事で休館中のため以下の
イベントを行った。
デジタル長上協働センターま
つり
日時：令和6年11月9日（土）
から配信開始（令和7年3月31
日まで）
配信媒体浜松市公式YouTube
チャンネル
内容：協働センター利用者
（地域活動団体）の成果発表
・団体活動及び作品紹介
・演技発表

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため。

双方
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 237,734 開催 5 5 4 5 5 中央区

東行政
セン
ター
（長上
協働セ
ン
ター）

86

奥浜名湖
みをつく
しふれあ
い駅伝大
会開催事
業

実行委
員会

継続
みをつくしふれ
あい駅伝大会実
行委員会

市民のスポーツ
振興、健康増進
並びに、地域の
一体感と活力の
醸成及び地域の
交流促進を図る
ことを目的とす
る。

ふれあい駅伝大会の開催
・開催日：令和7年1月26日
（日）
・会場：交通教育センターレ
インボー浜名湖
・種目：小学生の部
　　　　中・高生の部
　　　　一般の部
・定員：450名
・申込：336名
・参加者：328名

元々行政が地域振
興・スポーツ振興の
一環で行なっていた
ものを、協働を推進
するために実行委員
会形式に変更したも
の

行政
駅伝大会
の企画・
運営

運営の助
言・負担
金支出

双方 600,000 開催 5 4 4 4 4 浜名区

北行政
セン
ター
（まち
づくり
推進担
当）

87

舞阪地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
舞阪地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

舞阪地区はたちの集い
令和7年1月12日（日）
受付　午後12時30分
式典　午後1時00分
会場　舞阪支所ホール
はたちの参加者　73人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

相手
事業の実
施

負担金の
支出と事
務局とし
ての事務
作業

行政 201,546 開催 5 4 5 5 5 中央区
舞阪支
所
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88
舞阪えん
ばい朝市
開催事業

実行委
員会

継続
舞阪えんばい朝
市実行委員会

春にかけての海
産物を中心に地
域食材の販売を
通じて、地域の
活性化を図る。

日時　令和6年5月19日(土)、
6月16日(土)午前7時～11時
場所　弁天島海浜公園
内容　水産物や地域地場産品
等の販売
出店数　26店舗
入場者数　5/19 1,451人
          6/16 2,051人

市と水産加工業者や
商業者が産業振興と
地域活性化を目的と
して、協働事業とし
て実施している。

相手
事業の実
施

負担金の
支出

双方 1,000,000 開催 5 5 5 5 5 中央区
舞阪支
所

89

舞阪地域
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
舞阪地域ふれあ
いフェスタ実行
委員会

舞阪支所で文化
交流に関する地
域イベントを開
催し、地域の文
化交流と文化情
報の発信等を行
う。

日時　令和6年12月8日(日)午
前9時～午後4時
会場　舞阪支所
参加者　約600人
内容　芸能発表、展示作品
展、こどもコーナー等

市と舞阪地区文化協
会ほか各種団体で組
織した実行委員会が
地域の文化振興と地
域活性化の目的のた
めに協働して事業を
実施する。

相手
企画、事
業運営

負担金の
支出

行政 216,420 開催 5 5 5 5 5 中央区
舞阪支
所

90

おいしい
舞阪まる
ごと体験
フェア開
催事業

実行委
員会

継続
おいしい舞阪ま
るごと体験フェ
ア実行委員会

舞阪地区の冬の
味覚や地盤産品
のPRと地産地消
を推進し、産業
振興を図る。

日時　令和7年2月2日(日)午
前9時～午後2時
場所　浜名湖ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟｰｸ
内容　冬の味覚を体験できる
イベント(牡蠣むき体験
等）、水産物や浜名湖周辺の
地場産品の販売
入場者数　約5,000人

市と地元漁業者や水
産加工業者、商工業
者が参照振興と地域
活性化を目的に協働
して事業を実施して
いる。

相手
事業の実
施

負担金の
支出

行政 3,500,000 開催 5 5 5 5 5 中央区
舞阪支
所

91

庄内地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
庄内地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

　令和7年庄内地区はたちの
集いを開催する。
令和7年1月12日（日）
　10：00～12:00 式典・交流
会
　参加人数 新成人62名 来賓
8名

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政 事業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

行政 174,484 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（庄内
協働セ
ン
ター）

92

高台地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
高台地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育成
しようとする気
運を一層盛り上
げるため、はた
ちの集いを開催
する。

令和7年浜松市高台地区はた
ちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：あいホール　1階ホー
ル
出席者（はたちの方）：150
人

市内地域分散方式で
の開催により、より
地域の人々と世代間
交流を通し、地域を
上げて祝福する催し
としたいため。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び
事業の実
施

行政 424,970 開催 5 5 5 5 4 中央区

まちづ
くり推
進課
（高台
協働セ
ン
ター）

なし
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93

高台協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

幸自治会
泉自治会
住吉自治会
和地山自治会
和合町自治会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る。

〇一斉清掃
6月15日(土)、11月30日(土)
参加者：延べ533人
〇子どもの居場所づくり6月
28日(金)～7月7日(日)七夕イ
ベント、8月23日(金)誰でも
食堂
参加者：延べ210人
〇高台えんにち
9月22日（土）
参加者：延べ1200人
〇高台さわやか音楽祭
12月7日(土)
参加者：延べ76人
〇高台協働センターまつり
2月8日(土)2月9日(日)
参加者：延べ3000人
〇高台地域ふれあいスポーツ
大会
3月8日(土)モルック大会
参加者：延べ30人
〇秘密の畑で野菜作り
6月15日(土)、7月20日(土)、
11月16日(土)、3月15日(金)
参加者：延べ30人

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりのため。

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 244,306 開催 4 5 5 5 5 中央区

まちづ
くり推
進課
（高台
協働セ
ン
ター）

なし

94
浜松シ
ティマラ
ソン

実行委
員会

継続

（公財）浜松市
スポーツ協会
中日新聞東海本
社
（一財）静岡陸
上競技協会
テレビ静岡
市民ボランティ
ア

政令指定都市浜
松において、ス
ポーツを通じた
健康づくりと地
域社会づくりを
目指し、さらな
る郷土の活性化
に寄与するとと
もに、市民とス
ポーツ愛好者と
の相互交流を図
ることを目的と
する。

浜松の中心市街地をランナー
が駆け抜けるマラソン大会。
「ささえるスポーツ」の推進
のため、一般ボランティアの
参加を募り、大会運営の協力
をいただいている。

- 双方

大会運
営・
ボラン
ティア

大会運営 双方 26,200,000 開催 4 3 4 3 5 市民部
スポー
ツ振興
課

　

95

引佐地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
引佐地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

○引佐地区はたちの集い
日時：令和7年1月12日（日）
午後1時30分～午後3時30分
会場：引佐多目的研修セン
ター　1階多目的ホール
参加者（20歳を迎える者）：
81人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 222,388 開催 5 5 5 4 4 浜名区
引佐支
所

なし

令和7年浜松市引佐
地区はたちの集い
の開催に関する協
定書

96

引佐支所
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
引佐支所地域ふ
れあいフェスタ
実行委員会

学習成果の発表
の場を提供する
とともに、住み
よいまちづくり
の気運を醸成す
る。

〇引佐支所地域ふれあいフェ
スタ
開催日：令和6年11月3日
（日）、4日（月）の2日間
会場：引佐多目的研修セン
ター
出展・出演者：延べ142人
来場者数：延べ461人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として実行
委員会を立ち上げ、
地域の団体等と市と
協働し、負担金方式
により実施。

相手
企画・運
営、事業
の実施

企画・運
営、事業
の実施、
負担金支
出

行政 235,076 開催 5 5 5 5 4 浜名区
引佐支
所

なし

令和6年度引佐支所
地域ふれあいフェ
スタ事業に関する
協定書
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97

第36回浜
松市いな
さ人形劇
まつり

実行委
員会

継続

家族のふれあい
の場を提供し、
情操豊かな子ど
もを育成すると
ともに市民の上
演参加による
「人形劇の里」
づくりや市民の
ボランティア参
加による市民協
働による地域づ
くりを図る。

〇第36回浜松市いなさ人形劇
まつり
開催日：令和6年11月9日
（土）、10日（日）の2日間
会場：引佐支所、引佐多目的
研修センター他
公演延数28公演（プロ劇団24
公演、アマ劇団4公演）、野
外ステージ公演10公演、紙芝
居8公演、ふれあいマルシェ
参加18店舗等
有料観劇者数：延べ4,187人
来場者数：延べ5,500人（推
定）

いなさ人形劇まつり
を地域ぐるみで企
画・運営するための
最も効果的な協働形
態が実行委員会形式
であったため。

相手
企画・運
営、事業
の実施

企画・運
営、負担
金支出

双方 6,000,000 開催 5 5 5 4 4 浜名区
引佐支
所

なし

浜松市いなさ人形
劇まつり開催事業
の実施に関する協
定書（令和6年5月9
日締結）

98
いきいき
健康フェ
スタ

実行委
員会

継続 浜松商工会議所

ヘルスケアを推
進する健康イベ
ントを実施する
ことで、市民の
健康づくりへの
意欲高揚を図
る。

実施日：令和6年6月2日
（日）
会場：浜松市ギャラリーモー
ル「ソラモ」
内容：健康づくりに関する啓
発。
啓発人数：200人

健康・医療・福祉分
野に関連する様々な
団体が参画できるこ
とで、ヘルスケアに
ついて効果的な周知
啓発を実施するため

双方
イベント
企画・運
営

実行委員
会出席
（企画・
運営）、
当日の出
店

なし 0 開催 5 4 5 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

99

三ヶ日地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
三ヶ日地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集い開催
日時：令和7年1月12日
会場：三ヶ日文化ホール
参加者：102人（20歳を迎え
る方）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出、事業
の実施

行政 249,628 開催 5 4 5 4 4 浜名区
三ヶ日
支所

100

中山間地
域プロ
モーショ
ン事業

実行委
員会

継続
浜松市中山間地
域プロモーショ
ン実行委員会

都市部市民に中
山間地域を訪れ
る機会を提供
し、地域の魅力
に触れてもらう
ことで、新たな
交流や人・物の
流れを創出する
とともに、中山
間地域特産品の
販路開拓・拡大
や定住の促進へ
と繋げる。

・都市部住民と中山間地域住
民のコラボレーションによる
山の魅力体感イベント「ザ・
山フェス」の開催
内容：
①ステージ
②ワークショップ
③物販
④冊子ＰＲ
来場者数：約16,000人
・中山間地域紹介冊子の発行
（合計10,000部）

商工会や観光協会と
共に実施すること
で、市内間交流の幅
を広げることができ
るため

行政

・負担金
支出
・企画・
事業運営
・事業PR

・事務局
・負担金
支出

双方 4,208,243 開催 5 4 3 5 4 市民部
中山間
地域振
興課
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101

入野地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
入野地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

入野地区はたちの集い
令和7年1月12日（日）
受付　午後12時30分
式典　午後1時00分
会場　ル・グラン・ミラー
ジュ（志都呂一丁目９番１４
号）
はたちの参加者　215人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、地
域分散型による実行
委員会形式で実施。

相手
事業の実
施

負担金の
支出と事
務局とし
ての事務
作業

行政 714,993 開催 5 4 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター入
野協働
セン
ター

なし

102

入野協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続
入野協働セン
ターイベント事
業実行委員会

今まで学習して
きた成果を発表
する場つくりや
地域に住む人々
と協力して住み
やすいまちづく
りのための機運
を醸成し、生涯
学習の推進を図
る。

〇入野地区ふるさと夏まつり
　R6年8月
　参加者：3000人

〇協働センターまつり
　R6年11月
　参加者：1,200名

協働センターの事業
に関する企画及び実
施について実行委員
会のともに協議する
とともに、各団体及
び機関等の連携を密
接に図るため

双方
負担金の
支出、事
業に実施

負担金の
支出、事
業の実施

双方 906,251 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター入
野協働
セン
ター

なし

103

神久呂協
働セン
ター地域
ふれあい
事業

実行委
員会

継続

神久呂協働セン
ター地域ふれあ
い事業実行委員
会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
機運を醸成し、
生涯学習の推進
を図る

神久呂協働センター地域でイ
ベントを開催し、地域の交流
と文化発信等を行う

11月　神久呂協働センターま
つり
11月　花と感謝の宅配便
11月～3月　展示発表会
1月　一日だけのだがしやさ
ん

地域に住む人々と協
働して住みやすいま
ちづくりを進めるた
め。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 450,000 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セター
（神久
呂協働
セン
ター）

なし

104

神久呂地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続
神久呂地区はた
ちの集い実行委
員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年神久呂地区はたちの
集いの開催
開催日時
　令和7年1月12日(日)
　10:00～11:00
会場
　神久呂協働センター体育館
参加者　91人
　内訳
　　新20歳　79人
　　来賓　 　8人
　　実行委員 4人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 253,000 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セター
（神久
呂協働
セン
ター）

なし
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105

伊佐見・
和地地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
伊佐見・和地地
区はたちの集い
実行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

はたちの集い開催
日時：令和7年1月12日
会場：和地協働センター　体
育館
参加者：213人（20歳を迎え
る方）

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政 事業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

行政 438,281 開催 5 5 5 5 5 中央区

西行政
セン
ター
（和地
協働セ
ン
ター）

なし

106

第22回浜
名湖うな
ぎまつり
開催事業

実行委
員会

継続
浜名商工会浜名
湖うなぎまつり
実行委員会

浜松地域の資源
である浜名湖ブ
ランドの「うな
ぎ」を広くPR
し、停滞傾向に
ある「うなぎ」
の消費拡大を行
うと共に、「う
なぎ」の資源保
護や食文化の保
護の意識向上、
及び浜名湖地域
の特産品のPRと
地域経済の活性
化を図る。

　日時：令和6年11月3日
(日）　9時30分～15時30分
会場：浜名湖ガーデンパーク
来場者：13,608人
内容：浜名湖ブランドの「う
なぎ」を広くＰＲととも地場
産品を販売する大物産展も実
施

旧西区内の重要産業
であるうなぎについ
て、うなぎを取り巻
く環境が厳しいた
め、市としてもうな
ぎの食文化と資源保
護PRを推進していく
必要性があるため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金支出

双方 4,155,000 開催 5 5 5 5 5 中央区
西行政
セン
ター

　

107

天竜区秋
葉ダムさ
くらマラ
ソン大会
開催事業

実行委
員会

継続
天竜区駅伝大会
等実行委員会龍
山地域部会

市民のスポーツ
振興、健康増進
並びに、地域の
一体感と活力の
醸成及び地域の
交流促進を図る
ことを目的とす
る。

天竜区秋葉ダムさくらマラソ
ン大会の開催
・開催日：令和7年3月23日
（日）
・会場：秋葉ダム湖畔（左
岸）
・種目：10km
・定員：600名
・申込：523名
・参加者：472名

元々行政が地域振
興・スポーツ振興の
一環で行なっていた
ものを、協働を推進
するために実行委員
会形式に変更したも
の

行政
マラソン
大会の企
画・運営

運営の助
言・負担
金支出

双方 410,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山支
所

参加者へのアン
ケートの実施

庄内協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

廃止
委託事業に移行し
たことによる廃止
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108

赤佐・中
瀬地区は
たちの集
い

実行委
員会

継続
赤佐・中瀬地区
はたちの集い実
行委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市赤佐・中瀬地
区はたちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：はまきたプラザホテル
2階飛鳥の間
出席者（はたちの方）：181
人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年（浜名区は令
和５年から）から地
域分散型による実行
委員会形式で実施。

行政
事業の実

施

負担金支
出及び
事業の実

施

行政 519,240 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課中
瀬協働
セン
ター

109

中瀬協働
センター
ふれあい
フェスタ
（協働セ
ンターま
つり）

実行委
員会

継続

中瀬協働セン
ターふれあい
フェスタ実行委
員会

学習成果を発表
する場づくり
や、地域に住む
人々と協働して
住みやすいまち
づくりのための
気運を高め、生
涯学習の推進を
図る。

中瀬協働センターまつり
開催日：令和6年11月9日
(土)・10日(日)
参加者：延べ1669人

地域住民と協働する
ことが事業目的を達
成するための効果的
な形態として、実行
委員会形式で実施。

行政
事業の実

施

負担金支
出及び
事業の実

施

行政 224,383 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課中
瀬協働
セン
ター

　

110

麁玉地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
麁玉地区はたち
の集い実行委員
会

　地域の人々の
温かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようと
　する気持ち
や、郷土愛と周
りの人々への感
謝の思いを育む
とともに、地域
で青少年を健全
に育てようと
　する気運を一
層盛り上げるた
め。

令和７年浜松市麁玉地区はた
ちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：はまきたプラザホテル
２階飛鳥の間
出席者：（はたちの方）98名

　事業目的を達成す
るための最も効果的
な協働形態として、
平成13年から地域分
散型による実行委員
会形式で実施。

行政
事業の実

施

負担金支
出及び
事業の実

施

行政 257,699 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課
（麁玉
協働セ
ン
ター）

　

111

麁玉協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

麁玉協働セン
ター地域ふれあ
いフェスタ実行
委員会

学習してきた成
果を発表する場
づくりや、地域
に住む人々と協
働して、住みや
すいまちづくり
のための気運を
醸成し、生涯学
習の推進を図る
ことを目的とす
る。

麁玉協働センターまつり
令和6年11月16日（土）11月
17日（日）
に、センターで活動する「演
目発表」及び「作品展示」を
行う。

　事業目的を達成す
るための最も効果的
な協働形態として、
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実

施

負担金支
出及び
事業の実

施

行政 260,600 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課
（麁玉
協働セ
ン
ター）
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112

中央・北
地区はた
ちの集い
開催事業

実行委
員会

継続
中央・北地区は
たちの集い実行
委員会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の思い
を育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

令和7年浜松市中央・北地区
はたちの集い
開催日：令和7年1月12日
（日）
会場：ホテルコンコルド浜松
葵の間

出席者（新成人）：93人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 420,829 開催 5 4 4 4 4 中央区
まちづ
くり推
進課

参加者へのアン
ケート実施

113

はままつ
インター
ナショナ
ルフェス
ティバル
2024

実行委
員会

継続
浜松多文化創造
活動促進事業実
行委員会

外国人市民が集
住する本市の特
徴を生かし、
「多文化共生都
市・浜松」を全
国に発信すると
ともに、日本人
市民と外国人市
民の交流促進を
図る。

外国人市民を中心とした出演
者による文化創造活動の表現
の場として様々な国・地域の
パフォーマンスを披露するイ
ベント等の実施を行うもの

開催日：令和6年12月8日
（日）10時から18時まで
場所：浜松市ギャラリーモー
ル ソラモ
来場者数：8,800人

2003年から実施して
きたサンバフェス
ティバルの後継事業
のため。

行政
企画・運
営

運営 双方 6,200,000 開催 4 4 4 4 4
企画調
整部

国際課 　

114

はままつ
歯と口の
健康週間
事業

実行委
員会

継続
（一般社団法
人）浜松市歯科
医師会

歯と口の健康に
関する正しい知
識を国民に対し
て普及啓発する
とともに、歯科
疾患の予防に関
する適切な習慣
の定着を図り、
併せてその早期
発見及び早期治
療を徹底するこ
とにより歯の寿
命を延ばし、
もって国民の健
康の保持増進に
寄与すること

・浜松市歯科医師会と連携
し、クリエート浜松会場に
て、歯と口の健康フェスタを
実施（6月9日）。
参加者数　1,366人
・浜松駅前にて啓発資料を配
布（浜松市職員のみ）
（6月4日）
3,000人に配布

厚生労働省、文部科
学省、日本歯科医師
会、日本学校歯科医
会が実施している。
全国の地方自治体で
期間内にイベントを
実施することとなっ
ている。

双方
企画・運
営、負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

双方 1,000,000 開催 5 5 5 4 4
健康福
祉部

健康増
進課

115
浜松花と
緑の祭
2024

実行委
員会

継続
浜松花と緑の祭
実行委員会

花と緑のまちづ
くりの推進と中
心市街地の活性
化を図ること。

・開催日：10月19日(土)・20
日(日)
・会場：アクト通り
・内容：花苗等の物販、体験
講座、ステージ催し等
・来場者数：16,500人

関係者の協力等によ
り、事業を推進して
いくため。

行政

企画の助
言等、開
催時の協
力

事業の企
画立案、
実行

行政 5,328,491 開催 5 5 5 5 5
都市整
備部

緑政課
参加者へのアン
ケート実施

116
すみれの
里づくり
事業

実行委
員会

継続
はるのふるさと
力向上委員会

「すみれの里・
春野」のイメー
ジ定着ととも
に、白井鐵造氏
の功績を伝承
し、この地域の
魅力を広く地域
内外へPRする。

すみれの里づくりに係る各種
事業
・シンボル花壇の管理（通
年）
・中学校入学生へ花桃の苗贈
呈（4月）
・宝塚市役所・宝塚歌劇団訪
問
・すみれの里ミュージカル
「白井鐵造物語」上演への協
力（９月）

旧春野町時代から行
政、地域住民、各種
団体が一体となり、
名誉市民である白井
鐵造氏を軸とした宝
塚歌劇団、宝塚市と
の交流など特色ある
事業を展開してきて
いるため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

双方 254,640 開催 5 5 4 5 5 天竜区
春野支
所

地域力向上事業
の事後評価にお
いて区行政推進
会議、区協議会
において評価
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117
はるの産
業まつり

実行委
員会

継続
はるの産業まつ
り実行委員会

春野地域発展の
基盤である産業
振興を一層向上
させるため、農
林・水産・商
工・観光等各部
門の生産者、取
扱業者及び関連
諸団体が主体と
なり、それぞれ
活力ある人づく
りと地場産業育
成の場とし、地
域事業者等がテ
ント村を一同に
介し、それぞれ
の物産等を展示
即売することに
より、産業まつ
り以降の販路拡
大を図るために
開催されるイベ
ントに係る事業
費の補助を目的
とする。

第49回まるの産業まつりの開
催
日時：令和6年11月16日㈯
10：00～15：00
　　　令和6年11月17日㈰
9：00～15：00
場所：春野ふれあい公園
内容：地場産品の販売

実行委員会に行政が
加わり、市民協働団
体と企画・運営を行
うことで、事業の目
的を達成することに
繋がると判断したた
め。

双方
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

双方 3,850,000 開催 5 4 3 4 4 天竜区
春野支
所

来場者・出店者
にアンケート実
施

118

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業「春野
文化講演
会」

実行委
員会

継続
春野ふるさと力
向上委員会

文化センターに
おいて、地域住
民と協議して文
化講演会を開催
し文化振興を図
る。

文化講演会
日時：令和7年3月1日（土）
会場：春野文化センター
講師：渡部陽一さん（フォト
ジャーナリスト・戦場カメラ
マン）
演題　戦場からのメッセージ
をあなたに ～ファインダー
越しに見た命の現場～ 』
来場者：約220人

地域住民と協議し事
業内容を検討し開催
することにより、地
域の文化事業への関
心を高めるととも
に、地域の方を中心
に施設を日常的に利
用していただける
きっかけとなった。

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

行政 655,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野支
所

講演会来場者に
アンケートを実
施

119

春野青少
年健全育
成推進事
業

実行委
員会

継続
春野青少年健全
育成実行委員会

青少年健全育成
を推進するため
の各種事業の実
施

〇ふるさと少年少女教室の開
催
日時：令和6年6月～12月（開
催回数：5回）
会場：春野文化センター他
内容：軽スポーツ教室、もの
づくり教室などの体験教室を
実施
参加者：16人(小4～小6）
〇中高生ボランティア研修の
実施
日時：令和6年6月～令和7年2
月（実施回数：15日）
会場：春野文化センター、春
野図書館　他
内容：ふるさと少年少女教室
や図書館業務補助などのボラ
ンティア活動を実施
参加者：9人（中高生）

学校を始め青少年の
健全な育成に関わる
団体・機関と協働で
事業を進めていくこ
とにより、地域全体
で子どもを育て見
守っていくという環
境を維持していくた
め。

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

行政 332,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野支
所

参加した中高生
にアンケートを
実施
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120

春野地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
春野地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、20歳の節目
に改めて大人と
しての責任を自
覚し、社会に貢
献しようとする
気持ちや、郷土
愛と周りの人々
への感謝の気持
ちを育むととも
に、地域で青少
年を健全に育て
ようとする気運
を一層盛り上げ
るため。

月日：令和7年1月12日
会場：春野文化センター
新成人：20人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、平
成13年から地域分散
型による実行委員会
形式で実施

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

行政 109,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野支
所

実行委員会委員
より感想、意
見、改善点など
を聞き取り。

121

天竜区駅
伝大会事
業「第52
回天竜区
天狗の里
駅伝大
会」

実行委
員会

継続
天竜区駅伝大会
等実行委員会・
春野地域部会

・浜松市スポー
ツ振興計画の
「するスポー
ツ」の推進及び
参加者の健康増
進を図るととも
に、地域住民の
「みるスポー
ツ」の提供をす
る。
・駅伝大会を通
して都市部と中
山間地域住民の
交流促進を図り
地域振興に寄与
する。

日時：令和7年2月2日（日）
会場：春野町内（スタート、
ゴールは春野ふれあい公園）
コース：４区間18.5㎞
競技部門：高校一般の部、女
子の部、中学の部、町内の部
参加チーム：35、参加者：
140人
運営スタッフ等実働人員：
127人

平成２５年度から実
行委員会を立ち上げ
た。
各地域部会と市と協
議して運営するため
負担金方式とした。

双方
大会の運
営

・事務局
・実行委
員会の文
書事務及
び会計事
務

行政 1,161,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
春野支
所

参加者にアン
ケートを実施

122
北浜地区
はたちの
集い

実行委
員会

継続
北浜地区はたち
の集い実行委員
会

地域の人々の温
かな祝福によ
り、２０歳の節
目に改めて大人
としての責任を
自覚し、社会に
貢献しようとす
る気持ちや、郷
土愛と周りの
人々への感謝の
思いを育むとと
もに、地域で青
少年を健全に育
てようとする気
運を一層盛り上
げるため

令和７年北浜地区はたちの集
い
開催日：令和７年１月１２日
(日)
開催時間：午前１０時～
会場：浜北総合体育館（サー
ラグリーンアリーナ）メイン
アリーナ
出席者：北浜地区（北浜中学
校区及び北浜東部中学校区）
在住者を中心とした３１６人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、地
域分散方式による実
行委員会形式で実施

行政
企画・運
営

事務局 行政 1,560,052 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課北
浜南部
協働セ
ンター

123

地域ふれ
あいフェ
スタ事業
（北浜南
部協働セ
ンターま
つり）

実行委
員会

継続

北浜南部協働セ
ンター地域ふれ
あいフェスタ実
行委員会

北浜南部協働セ
ンターで活動し
てきた成果を発
表する場づくり
や、地域に住む
人々と協働し
て、住みやすい
まちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習活
動の推進を図
る。

北浜南部協働センターまつり
開催日：令和６年１１月２３
日(土)～２４日(日)
内容：演技発表・作品展示・
活動体験・模擬店(バザー)等
参加・来場者：約２０００人

事業目的を達成する
ための最も効果的な
協働形態として、地
域分散方式による実
行委員会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 596,145 開催 5 4 4 4 4 浜名区

まちづ
くり推
進課北
浜南部
協働セ
ンター
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124

2024はま
なこ夏
フェスタ
開催事業

実行委
員会

継続
はまなこ夏フェ
スタ実行委員会

西地域表浜名湖
の観光資源の活
用や地場産品を
広くPRし、地域
の観光振興と活
性化を図る

【第１弾】
日時：令和6年7月14日（日）
9時30分～15時
・体験型イベント（海の安全
教室、赤い鳥居のあるいかり
瀬に渡って見よう、カヤック
体験、じゃんけん大会、サッ
プヨガ、ジョギング＆ごみ拾
いSDGsスポーツ体験、子ども
向けラッキーボール投げ
外）
・ビーチスポーツ大会（ラグ
ビー体験、ビーチモルック体
験、フレスコボール、スク
ラックライン）

区内の観光資源を活
用した地域振興を目
的として地域の要望
で始まった経緯があ
り、地域住民が主体
的に実施していく事
業であるため

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金支出

双方 2,000,000 開催 5 5 5 5 5 中央区
西行政
セン
ター
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３．参画

相手方の
役割

行政の
役割

1
献上みか
ん事業

参画 継続
献上みかん及び
ネーブル事業推
進委員会

地域の果樹栽培
農家の意識の向
上を図るととも
に、地域住民の
皇室への親近感
をあらわす

・献上品の募集、選定
・皇室への献上（献上先　天
皇皇后両陛下、上皇上皇后両
陛下、秋篠宮皇嗣同妃殿下）

皇室への献上品の公
正な選考にあたり、
果樹生産者の状況を
取り入れる必要が
あった。

行政

出品果実
の募集、
審査員の
選定、審
査方法の
決定、審
査会の運
営に係る
所掌

主催、経
費負担、
庶務

行政 497,431 開催 5 5 5 5 4 浜名区
北行政
セン
ター

2
牛山公園
生物調査

参画 新規

日本野鳥の会
遠江会長　増田
裕氏
磐田市竜洋昆虫
自然観察公園
館長　北野　伸
雄氏
静岡県環境審議
会特別委員　宮
崎　一夫氏

牛山公園の利活
用に向けて、基
礎資料として生
物リストの作成
及び写真等の関
連資料を収集す
る。

・当該公園で観察できる鳥類
リストを作成し、可能な限り
写真を収集(5月、6月、11
月、3月の計4回実施）
・当該公園で観察できる昆虫
リストを作成し、可能な限り
写真を収集(6月、7月、9月、
3月の計4回実施）
・当該公園で観察できる植物
リストを作成し、可能な限り
写真を収集(7月、8月、10
月、3月の計4回実施）

職員にはない知識や
経験が本調査におい
て必要であったた
め、適当な人物とし
て選定したため。

行政

当該公園
で観察で
きる鳥類
リストの
作成

調査補助
及び調査
風景の撮
影

行政 500,000 開催 - 5 5 5 5
都市整
備部

公園課

8月30日～
9月5日は
防災週
間！
浜松市防
災啓発イ
ベント＠
ソラモ

参画 廃止 　 　 　 　 　 　 　 　 　

R5静岡県総合防災
訓練を共催で行っ
た際に実施した防
災イベントであっ
たため

3
福祉事業
所フェア

参画 継続
浜松市浜松手を
つなぐ育成会

障がいのある人
やその家族に対
し、障害福祉
サービスの利用
方法等について
周知し、適切な
福祉サービスの
利用につなげる
ことや、浜松市
内の就労系障害
福祉サービス事
業所と障害福祉
サービスの利用
を検討している
市民が直接対話
する機会を設
け、円滑な福祉
サービスの利用
につなげる。

日時：令和6年7月13日(土)
場所：浜松市産業展示館　第
一展示場
内容：出展事業所36法人によ
る対面相談ブース設置、市内
相談支援機関による相談ブー
ス設置、障害福祉サービスや
就労支援機関・障害年金に関
する講座の開催

相手方は障がいのあ
る人の年代や所属す
る学校等において情
報を共有しネット
ワークを構築して
様々な活動を実施し
ており、本事業の目
的達成に有効である
ため。

双方
事業の企
画、当日
の運営

企画・運
営、チラ
シ配布、
講師依頼
等

行政 305,144 開催 5 5 5 5 5
健康福
祉部

障害保
健福祉
課

来場者に対して
アンケート実施

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）
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見どころ
たっぷ
り！
春野の魅
力発信事
業

参画 廃止

令和５年大河ドラ
マ「どうする家
康」の盛り上がり
を地域内に波及さ
せるための春野地
域の史跡の保全活
動と紹介のため単
年度で終了
「大天狗面」傍の
フォトスポットは
設置完了のため単
年度で終了。引き
続き交流人口の増
加を図り地域活性
化の一助とする。

4
第2回春野
のまち勉
強会

参画 継続
浜松調理菓子専
門学校

（１）地産地消
（承）として天
竜地区の食材、
ジビエ文化を知
り、安全で美味
しいジビエ料理
の食材選定から
調理方法まで、
次の世代を担う
学生たちが学ぶ
きっかけづくり
（２）学生の若
い力と、春野町
の魅力を掛け合
わせた地域コ
ミュニティづく
りから始まる、
3ヶ年計画の2年
度目として地域
の特性を活かし
たジビエ料理の
商品開発

・地域の特性を活かした商品
開発
実施期間：令和6年4月15日～
令和7年3月10日

・勉強会
鹿の解体見学、食材として活
用可能な部位の説明の聴講、
司厨士協会に所属するシェフ
の指導のもと地元で生産され
た食材を使用し調理の要点を
学ぶ
実施日：令和7年3月5日

ジビエをはじめ、天
竜地区の多くの食材
を知ることで天竜地
域の活性化に繋げら
れると判断したた
め。

相手
企画・運
営

運営の助
言、補助
金支出

双方 128,000 開催 4 4 3 3 3 天竜区
春野支
所

地域力向上事業
の事後評価にお
いて区行政推進
会議、区協議会
において評価

夢プロ
ジェクト
さくま

参画 廃止

・「夢プロジェク
トさくま」の趣旨
であるバイオマス
のエネルギー利用
については、事業
性確保が困難等の
理由により当面実
施する予定がない
ため、NPOと協議
し、令和7年2月に
協議会としての活
動を終了すること
になった。
・ただし、協議会
活動を契機とし
て、NPOにおいて地
域のスギを活用し
た精油事業等につ
いて検討が進めら
れており、市とし
て地域活性化の観
点での支援を継続
している。
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４．協定

相手方の
役割

行政の
役割

1

浜松市生
きもの
パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続

特定非営利活動
法人　浜松市東
区の自然と文化
を残そう会、大
和ハウス工業株
式会社　浜松支
店

環境保全活動の
担い手不足や、
市民や事業者が
取り組みやすい
環境保全活動の
場の創出が課題
となっているた
め、市民・事業
者・行政がパー
トナーシップ協
定でつながるこ
とで、課題の解
決を目指す。

十湖池ビオトープの歴史文化
及び生物多様性を保全するた
め、大和ハウス工業株式会社
浜松支店は十湖池ビオトープ
の維持管理に労働力を提供
し、市は両者の活動・取組を
広報する。

十湖池ビオトープの
維持管理には、高齢
化に伴う担い手不足
という問題を抱えて
いた。CSR活動を盛ん
に行っている大和ハ
ウス工業㈱浜松支店
は、浜松で地域に根
差した環境保護活動
をしたいと考え、そ
の活動の場所を探し
ていた。

相手

十湖池ビ
オトープ
の維持管
理を連携
して取り
組む。

団体・企
業のマッ
チングを
行い、協
定の取り
組みを広
報する。

相手 0 開催 5 5 5 5 4 環境部
環境政
策課

2

浜松市生
きもの
パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
造園管理辰美
園、正楽寺

環境保全活動の
担い手不足や、
市民や事業者が
取り組みやすい
環境保全活動の
場の創出が課題
となっているた
め、市民・事業
者・行政がパー
トナーシップ協
定でつながるこ
とで、課題の解
決を目指す。

造園管理辰美園が正楽寺ビオ
トープの整備と維持管理作業
に協力し、ビオトープの保全
に関する作業を協働で行う、
市は両者の活動・取組を広報
する。

正楽寺は、高齢化に
伴うビオトープの整
備と維持管理の担い
手不足という課題を
抱えていた。辰美園
はビオトープ整備と
管理技術の向上させ
ることができる活動
場所を探していた。
双方が抱える課題が
パートナーシップ活
動により解決される
ことから、協定を結
ぶこととなった。

相手

正楽寺ビ
オトープ
の整備及
び維持管
理を連携
して取り
組む。

団体・企
業のマッ
チングを
行い、協
定の取り
組みを広
報する。

相手 0 開催 5 5 5 5 4 環境部
環境政
策課

3

天竜区青
少年事業
（龍山・
竜川緑の
少年団）
に関する
協定

協定 新規
龍山・竜川緑の
少年団

龍山地域及び竜
川地域の少年少
女が自然と親し
み自然を愛し、
心身ともに健康
で明るく愛郷心
に燃え実践力が
養成されること
を目的とする。

植樹や県交流会への参加、地
域高齢者との交流や自然体験
学習の実施。

龍山緑の少年団とし
て運営していたが、
学校の統合と同時に
現在の体系となり、
事務局事務について
市と協定を締結し
た。

双方
事業の実
施

事務局の
事務、負
担金の支

出

双方 209,000 開催 5 3 3 4 4 天竜区
龍山支
所

4
スポーツ
推進に関
する協定

協定 継続
株式会社Fast
Fitness Japan

市民のフィット
ネス参加機会を
拡大すること
で、ライフスタ
イルに応じたス
ポーツ活動を推
進し、もって市
民の健康寿命の
延伸に資すると
ともに、SDGs活
動など幅広い分
野で連携及び協
力を行うこと

・フィットネスマシンの譲渡
・地域のスポーツイベント推
進の支援
・高齢者や障がい者等に対す
る運動推進

令和４年度にスポー
ツ推進委関する協定
を締結

双方

フィット
ネスマシ
ンの譲
渡、セパ
タクロー
教室及び
日本代表
合宿実施

マシン譲
渡先及び
相手方と
の調整

双方 0 開催 - 3 3 3 3 市民部
スポー
ツ振興
課

　

5

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 新規 ㈱杏林堂薬局

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 184,510 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

-

R6協定締結
※市決算額
（184,510円）はあ
んしんネットワー
ク運営にかかる携
帯電話使用料他
（№5～42の事業の
合計額）

6

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
第一環境㈱中部
支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R5協定締結

7

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
㈱シニアライフ
クリエイト

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R5協定締結

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）
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４．協定

相手方の
役割

行政の
役割

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

8

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 ㈱渥美フーズ

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R4協定締結

9

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
そんぽの家　浜
松

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R4協定締結

10

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
大和ライフネク
スト㈱マンショ
ン事業本部

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R4協定締結

11

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
アルファクラブ
静岡㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R4協定締結

12

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
マニュライフ生
命保険㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R3協定締結

13

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 ㈱遠鉄ストア

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R3協定締結

14

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
第一生命保険㈱
浜松支社

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R3協定締結

15

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 中北薬品㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R1協定締結

16

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 ㈱出雲殿互助会

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- R1協定締結

17

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続

中日本高速道路
㈱東京支社浜松
保全・サービス
センター

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H30協定締結
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４．協定

相手方の
役割
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No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

18

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
セントラル石油
瓦斯㈱浜松営業
所

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H30協定締結

19

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 日本郵便㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

20

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
アルフレッサ㈱
浜松西事業所

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

21

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
野村證券㈱浜松
支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

22

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
みずほ証券㈱浜
松支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

23

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
みずほ信託銀行
㈱浜松支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

24

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
㈱みずほ銀行浜
松支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H29協定締結

25

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 静岡県労働金庫

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H27協定締結

26

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
明治安田生命保
険相互会社浜松
支社

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H26協定締結

27

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
三井住友海上浜
松MSA

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H26協定締結
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No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

28

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
三井住友海上火
災保険㈱浜松支
店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H26協定締結

29

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
遠州中央農業協
同組合

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

30

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
三ヶ日町農業協
同組合

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

31

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
とぴあ浜松農業
協同組合

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

32

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続

静岡県信用金庫
協会（浜松いわ
た信用金庫、遠
州信用金庫）

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

33

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 ㈱清水銀行

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

34

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続 ㈱静岡銀行

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H25協定締結

35

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
西静岡ヤクルト
販売㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H24協定締結

36

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
サーラエナジー
㈱浜松支社

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H24協定締結

37

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
浜松ケーブルテ
レビ㈱

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H24協定締結
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38

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
生活協同組合
ユーコープ

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H23協定締結

39

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
ヤマト運輸㈱浜
松主管支店

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H23協定締結

40

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
西遠店主会（新
聞配達事業者）

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H23協定締結

41

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
浜松市内中日専
売会（新聞配達
事業者）

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H23協定締結

42

はままつ
あんしん
ネット
ワークに
関する協
定

協定 継続
浜松市内新聞専
売会（新聞配達
事業者）

ひとり暮らし高
齢者や高齢者世
帯など日常生活
に不安を抱える
高齢者
等を見守る。

相手方が業務を遂行する上で
高齢者等の異変を発見した場
合、浜松市が指定する連絡先
に通報する。浜松市は当該通
報にかかる高齢者等の異変の
確認及び必要な支援に対応す
る。

市内で業務を行う事
業者等との連携によ
り見守り体制を強化
するため。

双方

高齢者等
の見守
り、異変
を感じた
場合の通
報

通報にか
かる状況
確認、支
援の実施

双方 - 開催 5 5 5 3 4
健康福
祉部

高齢者
福祉課

- H23協定締結

43

地域課題
解決にか
かる
ICT/IoT導
入のため
の実証実
験

協定 継続 KDDI株式会社

相互連携・協働
による活動を推
進し、双方の資
源を有効に活用
することにより
地域活性化を目
指す。

地域課題解決へのICT/IoT導
入のための実証実験の実施

ICTを活用すると、地
域課題解決に関して
効率化の検討・検証
が可能なため。

相手

グループ
会社及び
事業提携
先の情報
資源、人
的資源の
活用

地元企業
及びその
他関係者
の情報資
源、人的
資源の活
用

相手 0 開催 5 5 5 5 - 市民部
中山間
地域振
興課

44

浜松自動
運転やら
まいかプ
ロジェク
ト

協定 継続

BOLDLY株式会社
スズキ株式会社
遠州鉄道株式会
社

地域住民の移動
の利便性の向上
等、地域公共交
通の課題を解決
し、地域及び産
業の振興と次世
代モビリティ
サービスの創出
に資することが
可能な、自動運
転技術を活用し
たスマートモビ
リティサービス
の事業化を図
る。

自動運転技術を活用したス
マートモビリティサービスの
事業化を図るため、実証実験
を実施

当市が抱える地域公
共交通の課題解決を
図るためには単独で
事業を実施よりも知
見や技術を持つ事業
者と協業することで
より円滑かつ効率的
に事業遂行すること
ができるため。

双方

システム
の開発、
実験車両
の提供、
車両運転
手の提
供、実証
実験運行
等

関係機関
との調
整・協
議、周知

双方 30,036,000 開催 - 5 5 5 4 産業部
産業振
興課

-
地域公共交通確保
維持改善事業費補
助金を活用

45

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社シー
テック

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者が
メガソーラー発電事業を実
施。
①西区呉松町内の静ヶ谷最終
処分場のA区画を太陽光発電
所の事業用地として貸し付け
②発電事業及び地域活性化事
業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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46

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
須山建設株式会
社

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者が
メガソーラー発電事業を実
施。
①西区呉松町内の静ヶ谷最終
処分場のB・C区画を太陽光発
電所の事業用地として貸し付
け
②発電事業及び地域活性化事
業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

47

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
中村建設株式会
社

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者が
メガソーラー発電事業を実
施。
①北区引佐町別所内の引佐北
部中学校跡地を太陽光発電所
の事業用地として貸し付け
②発電事業及び地域活性化事
業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

48

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
株式会社静岡銀
行

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

49

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
株式会社清水銀
行

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

50

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
浜松磐田信用金
庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

51

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続 遠州信用金庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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52

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続 静岡県労働金庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

53

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
とぴあ浜松農業
協同組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

54

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
遠州中央農業協
同組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

55

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
三ヶ日町農業協
同組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に
推進するため、連携して一般
家庭や事業者への普及啓発を
図る。

浜松市と地元金融機
関は、エネルギーの
地産地消やエネル
ギー自給率の向上等
に寄与する太陽光発
電システムの導入拡
大に向けた事業を協
力して行うことを目
的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締
結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

56

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社シー
テック

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間
事業者が太陽光発電事業を実
施。
①芳川北小学校、北浜東小学
校、北浜北小学校の屋上を浜
松市教育委員会の行政財産使
用許可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設
の防災機能の強化、市民に対
する環境教育等を協力して実
施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

57

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社ハマネ
ン

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間
事業者が太陽光発電事業を実
施。
①富塚西小学校、都田南小学
校の屋上を浜松市教育委員会
の行政財産使用許可により貸
し付け
②太陽光発電事業や公共施設
の防災機能の強化、市民に対
する環境教育等を協力して実
施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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58

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続 株式会社中村組

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間
事業者が太陽光発電事業を実
施。
①内野小学校の屋上を浜松市
教育委員会の行政財産使用許
可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設
の防災機能の強化、市民に対
する環境教育等を協力して実
施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

59

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
東海防災株式会
社

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間
事業者が太陽光発電事業を実
施。
①佐鳴台中学校、浜北北部中
学校の屋上を浜松市教育委員
会の行政財産使用許可により
貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設
の防災機能の強化、市民に対
する環境教育等を協力して実
施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

60

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
ＲＮＨソーラー
西日本合同会社

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間
事業者が太陽光発電事業を実
施する。
①和田東小学校、初生小学
校、中川小学校、北浜中学校
の屋上を浜松市教育委員会の
行政財産使用許可により貸し
付け
②太陽光発電事業や公共施設
の防災機能の強化、市民に対
する環境教育等を協力して実
施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

61

エネル
ギー政策
に関する
連携協定

協定 継続
株式会社浜松新
電力

再生可能エネル
ギーの地産地消
及びエネルギー
の効率的な利用
の促進

浜松版スマートシティを実現
していくため、再生可能エネ
ルギーの地産地消及びエネル
ギーの効率的な利用を促進
①再生可能エネルギーの地産
池消を推進
②市民への節電･環境意識の
醸成、市内経済の活性化を推
進
③市が関与し発電する再生可
能エネルギーを売電、公共施
設での再生可能エネルギー由
来の電力の調達を促進
④再生可能エネルギーを買電
し、公共施設など市内施設へ
安価に供給
⑤エネルギーに対する不安の
ない強靭で低炭素な社会の構
築を目指し、浜松版スマート
シティの実現に向けた事業を
連携して実施

同社設立に伴い協定
を締結

双方
事業の実
施

事業の実
施

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

62

企業協賛
を活用し
た公共施
設へのＬ
ＥＤ照明
等の設置
に関する
協定

協定 継続
NPO法人静岡県
CC緑化協会

環境意識の高い
企業等の顕彰
と、市民のエネ
ルギー利活用に
対する意識向上
を目的とする。

企業協賛により公共施設にＬ
ＥＤ照明等を設置。事業実施
団体が協賛企業等の募集、設
置工事前の調整、設置工事の
施工、設置後の維持管理を行
う。

公共施設へのＬＥＤ
灯導入を進めるにあ
たり、当時浜松市地
球温暖化防止活動推
進センターに指定さ
れていた当該団体と
ともにスキームを構

築した。

双方
事業の実
施

事業の補
助

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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63

浜松市産
業用太陽
光発電サ
ポート体
制構築に
関する連
携協定

協定 継続

一般社団法人日
本太陽光メンテ
ナンス協会、株
式会社浜松新電
力

市民や発電事業
者による太陽光
発電施設及び小
型風力発電施設
の設計・施工や
保守点検、修繕
等の適切な実施
を支援し、太陽
光発電及び小型
風力発電の導入
拡大とともに、
事業の長期安定
化を図ることを
目的としてい
る。

浜松市内の太陽光発電所の持
続的な活用及び適正な管理を
図るため、長期安定的な太陽
光発電事業を支えるサポート
体制を、官民連携により構築
①認定事業者の登録制度創
設、②メンテナンス情報を配
信する広報事業、③今後のサ
ポート事業を担う協議会の設
立、④スキルアップ講習

平成30年度に経産省
の委託事業を受け、
設備の適切な保守点
検体制構築の推進を
行ったもの

双方
事業の実
施

事業の補
助

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

64

浜松市マ
イクログ
リッド事
業に関す
る基本協
定

協定 継続

株式会社浜松新
電力
株式会社シーエ
ナジー

エネルギーの効
率的利用により
電気料軽減や防
災力の向上につ
なげる

浜松市マイクログリッド事業
（公共施設に太陽光パネル等
を設置し、隣接施設間で電力
融通などを行うことでエネル
ギーを有効活用する事業）を
実施

H29年の環境省補助事
業の応募にあたり、
㈱シーエナジーより
市に共同提案の打診

を受けた

双方
事業の実
施

事業の調
整

相手 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

夢プロ
ジェクト
さくまに
関する連
携協定

協定 廃止

・令和7年2月に協
定の期限を迎え
た。協定の趣旨で
あるバイオマスの
エネルギー利用に
ついては、事業性
確保が困難等の理
由により当面実施
する予定がないた
め、NPOと協議し、
協定の更新は行わ
ないこととなっ
た。
・ただし、協定を
契機として、NPOに
おいて地域のスギ
を活用した精油事
業等について検討
が進められてお
り、市として地域
活性化の観点での
支援を継続してい
る。

65

エネル
ギー政策
に関する
連携協定

協定 継続
株式会社シーエ
ナジー

再生可能エネル
ギーや省エネル
ギー設備の導
入、エネルギー
の効率的な利用
を推進するため

浜松市マイクログリッド事業
等による公共施設における自
立分散型電源の導入、スマー
トシティ実現に向けた事業を
実施

浜松市マイクログ
リッド事業の本格稼
働を契機とし、更な
る事業「浜松版ス
マートシティ」の実
現に向けて更なる連
携を進めるため

双方
事業の実
施

事業の実
施

なし 0 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

66

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 ㈱杏林堂薬局

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

67

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 イオンモール㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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68

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
イオンリテール
㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

69

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
ウエルシア薬局
㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

70

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 遠鉄観光開発㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

71

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 ㈱静岡銀行

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

72

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 遠州信用金庫

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

73

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 ㈱遠鉄ストア

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

74

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
野村不動産ライ
フ&スポーツ㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

75

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 ㈱遠鉄百貨店

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

76

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
サーラE&L浜松
㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課
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４．協定

相手方の
役割

行政の
役割

備考
協働
効果

課等
第三者
による
評価

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方 事業の目的 事業概要
部・区
等

協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

77

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
浜松いわた信用
金庫

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

78

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規 ㈱ナフコ

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

79

気候変動
適応法に
基づく指
定暑熱避
難施設に
係る協定

協定 新規
マックスバリュ
東海㈱

民間施設をクー
リングシェル
ターとして指定
し、外出時の熱
中症搬送者減少
と市民の健康安
全を守ることを
目的とする。

民間施設を気候変動適応法に
定めるクーリングシェルター
として指定し、暑い日の市民
の涼みどころとして開放いた
だく。

市が応募様式を公表
し、協力いただく企
業を募集した。

相手
指定施設
の開放

掲示物の
提供、指
定施設の

公

行政 365,200 開催 5 5 5 5 5 産業部

カーボ
ン
ニュー
トラル
推進課

54 / 54 ページ


